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大きなヒラメに
育ってね！
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　教育の政治的中立性、継続性・安定性を確保しつつ、地方教育行政におけ
る責任の明確化、迅速な危機管理体制の構築、首長との連携強化を図るとと
もに、地方に対する国の関与の見直しを図るために、「地方教育行政の組織
および運営に関する法律の一部を改正する法律」が、本年 4 月 1 日に施行さ
れました。
　今回の改正では、『教育に関する「大綱」を首長が策定』・『すべての地方
公共団体に「総合教育会議」を設置』する事とされました。益田市では市長
および教育委員が「大綱」策定に向け、合計 3 回の「総合教育会議」で議論
を重ね、子どもたちの成長を支えるための重点項目を、益田市の魚「アユ」
の一生に例えた紙面構成をイメージし、6 月 1 日に益田市「教育に関する大
綱」を策定しました。

　益田市「教育に関する大綱」は、国の「教育振興基本計画」や県の「しまね教
育ビジョン 21」を基に、益田市の教育全般の方向性を定めた「益田市教育ビジョ
ン」「益田市社会教育推進計画」の取組の中から、「第 5 次益田市総合振興計画」
や「益田市人口拡大計画（今後、益田市版総合戦略に発展）」「益田市子ども・子
育て支援事業計画」などに掲げた施策等と連携・協働して、今後、益田市が早期
かつ重点的に推進すべきものを指し示すものです。

【仔
し ぎ ょ

魚期の成長を切れ目なく支える】

教育と子育て支援の一体化

【生涯にわたる成長のために】

学力向上を支えるための
施策の推進

　アユが立派に育つのは、地域全体での様々な取組によっ
て水や緑が美しく保たれているからといえます。子どもの
頃に思い描いた夢を実現するには、いつまでも学び成長し
続けるための確かな学力が必要です。それを支える環境の
整備と効果的な学習方法の活用を推進します。

　アユの産卵から海に出ていくまでの間の仔魚期には、自
然環境の変化や天敵などから身を守る必要があり、何らか
の支援を必要とすることもあります。子どもたちも、乳幼
児期から学童期を経て成長していく過程では、切れ目ない
子育て支援や教育による支援が必要です。親への支援も含
め、子どもたちの成長を支える仕組みづくりを進めます。

（国）教育振興基本計画 第 5 次 
益田市総合振興計画

益田市子ども・ 
子育て支援事業計画

益田市人口拡大計画
⇩

益田市版総合戦略

（県）しまね教育ビジョン 21

益田市社会教育推進計画

益田市教育ビジョン

益
田
市
「
教
育
に
関
す
る
大
綱
」

⬇

重 点 項 目 方 　 針

学力向上を支えるた
めの施策の推進

　ⅠＣＴや学校図書館を活用した教育などにより、確かな学力を身
に付けるとともに、学習意欲を高め学習習慣を定着させる「学び舎
ますだ」などの取組により、子どもたちの将来への視野を広げ、可
能性を伸ばします。また、子どもたちが安全に安心して学ぶための
教育環境を整備します。

教育と子育て支援の
一体化

　就学前と就学後、学校での学習時間と放課後、夏休みなどの長期休
業中と通常の学期中など、子どもたちを支える担い手と公的部門が
現状では分化しています。それらの一本化を図り、同じ目的意識の
もとで、学校施設を有効に活用し子どもたちを育む機能を高めます。

ふるさと教育の推進

　ふるさと益田に深い愛着を持ち、このまちで培った才能を内外で
発揮できる子どもたちを育てるとともに、特に、益田で活躍したい
と強く意識できるよう子どもたちの成長を支えます。また、身近に
豊かな文化芸術にふれることで、より郷土愛と人間性を育む機会を
充実させます。

キャリア教育・起業
家教育による人材の
育成

　職業に関する教育や職場体験により、地元の企業や地元で活躍し
ている経営者や事業家に接する機会を充実させることで、「この地
で活躍する自分の将来像」を思い描けるように、将来の益田を担う
ことのできる人材育成を推進します。

平成27年６月１日策定
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〜　益田で学び育つ子どもたちが、
　　　　　　　　　　　ふるさと益田で活躍できる未来のために　〜

益田市「教育に関する大綱」
を策定しました

　「人が育つまち益田」の実現を目指し、次世代を担う子どもたちが安全で安心して学習できる教育環境の整備と、益田
で培った才能を益田で発揮できる環境の整備に向け、市長と教育委員会が連携し早期かつ重点的に取組む施策の指針とし
て、益田市「教育に関する大綱」を策定しました。

清流高津川で生まれ育ったアユがやがて遡上し戻ってくるように、益田で学び育った子どもたちが、将来、自信を
持ってふるさとを語り、活躍することができるよう、その成長を支えるための教育を推進します。

ひ  と  が  育  つ  ま  ち  益  田「大綱」は、市のホー
ムページに掲載して
います！

【成魚期に活かされる素地を育む】

【遡上の道標として】

【仔
し ぎ ょ

魚期の成長を切れ目なく支える】

キャリア教育・起業家教育
による人材の育成

ふるさと教育の推進

教育と子育て支援の一体化

　遡上した後のアユの成長には、清流が育んだ豊富なコケ
（資源）が必要です。子どもたちにも、ふるさとに戻った後
に、その力を発揮できる“素地”が欠かせません。子どもの
頃から、地元の企業との結びつきを持つことで、地元企業の
魅力や地域で活躍する人の存在を知り、将来、ふるさとで活
躍する自分の姿を想像し、夢を実現できるよう支援します。

【生涯にわたる成長のために】

学力向上を支えるための
施策の推進

　アユが立派に育つのは、地域全体での様々な取組によっ
て水や緑が美しく保たれているからといえます。子どもの
頃に思い描いた夢を実現するには、いつまでも学び成長し
続けるための確かな学力が必要です。それを支える環境の
整備と効果的な学習方法の活用を推進します。

　海に出たアユの稚魚は、川を目指して遡上します。多く
のアユが、生まれ育った川を目指して遡上するように、子
どもたちも、「ふるさとで活躍する」という選択肢を持ち、
選ぶことができるよう、ふるさとの魅力を知ることや益田
の文化芸術を感じることで、遡上の道標となる教育を推進
します。

　アユの産卵から海に出ていくまでの間の仔魚期には、自
然環境の変化や天敵などから身を守る必要があり、何らか
の支援を必要とすることもあります。子どもたちも、乳幼
児期から学童期を経て成長していく過程では、切れ目ない
子育て支援や教育による支援が必要です。親への支援も含
め、子どもたちの成長を支える仕組みづくりを進めます。

益田市「教育に関する大綱」
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「体調がいいから健康」と思っていて
も、気づかないうちに病気が進行し
ていることがあります。

早期発見・早期治療のため
にも年に１回の受診は大切
です♪

～潜入！山本浩章市長
の健診体験！～

① 腹囲・体重・身長測定　

　③問診・診察

②血圧測定・採血・検尿

④結果説明・健康相談

※①・②・③は前後することがあります。

益田市の健康診査の受診者数は年々増加傾向にありますが、県平
均に比べるとまだまだ低い状況です。
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H20 ～ H25 国保特定健診
受診者数【男女別】

女性
男性

こんな私も受けた方がいいの？

治療中の方も対象です（国保 40 歳〜 74 歳の方）。
また、ワンコイン健診（500 円）を実施しています。

健康増進課		村上課長

益田市：35.7％
県平均：41.0％

（H25 国保法定報告より）

（国保法定報告より）

今年は 1回休み！　

元気なのに…
必要あるの？　

そもそ
も

健診っ
て何で

受ける
の？

健診って
高いんじゃない？

毎月病院で
検査しているん
だけど…

～益田市の健診受診状況～

　
健
康
診
査
を
受
け
て

　
益
ま
す
元
気
に
！

　
あ
な
た
の
受
診
を
心
よ
り

　
　
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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いま、日本人の 2 人に 1 人が生涯に一度はがんを患い、3 人に 1 人ががんで亡くなっています。
誰しも、がんとかかわりのない暮らしを送ることが難しい時代ですが、どこか人ごと。
医療の進歩により、早期に見つけて適切な治療を受けると治るケースも少なくありません。
早期発見のためには、検診を受けることも大切な一つ。
検診を受けるのは面倒くさい？ちょっと怖い？でも想像してみてください。
何年後も自分らしく生活していくためにはこのままでいいのでしょうか。
そんなあなたの背中を押してくれるがん体験者の松本良子さん（豊川地区）の声をお届けします。

９月は「がん制圧月間」です！
～ 5年後・10年後も自分らしく生きるために～

毎年検診を受けていた自分は、健康に自信があった
60 歳で退職するまで長年、会社で定期的に大腸がん検診を受けていました。
結果は毎年異常なし。
平成 24 年地区文化祭に参加した際、大腸がん検診を受けませんか？と健康づくりの会推進員さんから
声をかけられました。職場では毎年受けていたから突然やめても…と思い、　平成 25 年 2 月に大腸がん
検診を受けました。結果は異常なし。
平成 25 年 10 月に推進員さんからまた大腸がん検診の受診を勧められました。その際、この間受けたか
ら受けなくても正直いいと思っていましたが、熱心に勧められ受診することにしました。
後日、要精密検査の結果が届きました。かかりつけの先生と相談し精密検査を受け、その結果はがんで
した。

検査を受けることの大切さを実感…
がんと診断され手術を受けることになりました。私の場合、術後１カ月程度で普通の生活に戻ることが
でき、１カ月半後には韮草山に登れるほど元気になりました。がんが見つかった当時を振り返ってみる
と、便が出にくくなっていたかなと感じるぐらいで、天候が暑く水分不足かなと思っていました。
あのとき、推進員さんに声をかけてもらったおかげで、今元気な自分がいます。主治医からも検診を受
けていたから早期に発見でき、転移がなかったんだよと教えてもらいました。

自分が体験したからこそ、今みんなに伝えたい！
検診を必ず受けてほしい。とにかく早期発見！
年齢が高い人ほど健康に気をつけて検診を受けていますが、ぜひ若い人にも検診を受けてほしいです。

益田市が実施しているがん検診については、健康カレンダー、市ホームページ等でご確認ください。
また、市健康増進課（☎ 31-0214）まで問い合わせください。

～ イベント情報 ～　11月 29日㈰ 開催 !
『 知ろう 語ろう がんのこと in益田 』 

麻木 久仁子 氏　来益決定！
※詳細は次号でお知らせします。
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No.59

市地域医療対策室　☎ 31-0213

島根大学医学部地域枠推薦入学者からのメッセージ

　島根大学医学部に入学して数ヶ月が経過しました。一人暮らしにも慣れ、大学生活は日々の勉強や部活動を通して、充実し

たものとなっています。

　近年、私の故郷である益田市は深刻な医師不足に直面しています。また、高齢化によって、

医師一人あたりにかかる負担が大きくなっています。将来益田市に帰り、医療を提供したいと考

えている私にとっても、この問題は早く解決しなければならない問題です。そのためにも、今は

自分の意志を常に確認しながら大学での勉強に励み、同時に、地域医療研修会や医療体験実

習、講演会などに積極的に参加し、医師不足の深刻な益田地域での医療について学んでいき

たいと思っています。

　これからの 6 年間で学ぶことを確実に自分のものとし、またその過程で経験するだろう多く

の出来事を通して、確固とした「医師としての自分」というものを見つけて益田に帰れるよう、

日々がんばります。

　今春から島根大学医学部に益田市から地域枠推薦入試制度で入学し、将来の益田の医療を支えるべく日々奮闘している2 名

の学生から、市民の皆さんにメッセージが届きました。

　島根大学医学部に入学してしばらく経ちました。入学当初は不安だった大学生活では友人が

でき、一人暮らしにも慣れて現在は充実した生活を送っています。

　現在私は一般教養を主に学んでいます。医師になるための専門的な学習はこれから始まるの

で、まずはその基礎となる教養をしっかりと身につけたいと思います。

　また、私はこれまでに益田市の地域医療の実態を把握するために、地域医療研究会や夏期

地域医療実習、交流会などに参加させていただきました。このような機会に私自身が何を考え、

学び、行動するべきなのかを知ることが大切だということを実感しました。

　卒業して医師になるまではまだ長い時間がかかります。地域医療を担う医療従事者の一員と

して益田市の皆さんの生活を支えられるように、今できることを精一杯取組み、一人前の医師

へと成長していきたいと思います。

　　　　
Ｑ1． 現在の職業を目指すきっかけは？
 病弱で毎週のように通っていた病院で見る薬剤師さんの姿に魅せられました。

Ｑ2． この仕事のやりがいについて
 口を利かない薬の思いを最大限に引き出すこと。そしてかつてのご恩返しです。

Ｑ3． 益田で生活することについて、または仕事以外での楽しみは？
　　　素朴で純粋な人の多い益田は居心地がいいです。

Ｑ4． 最後に伝えたいことをひとこと
 精神科に対するみなさんの壁が少しずつ低くなっていくことを願っています。

★このコーナーでは市内 3 病院（益田赤十字病院、医師会病院、松ヶ丘病院）の医療従事者を紹介します。

市内3病院の従事者紹介コーナー vol.6

松ヶ丘病院

吉
よ し だ

田 俊
と し ろ う

郎さん

（職種：薬剤師）

島根大学医学部 1 年

豊
と よ た

田 大
だ い と

斗 さん

島根大学医学部 1 年

小
お だ

田 慧
け い

 さん
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の
が
﹁
益ま

す
だ田

家け

文も
ん
じ
ょ書

﹂
で
し
た
。

　

掲
載
し
て
い
る
写
真
は
文ぶ

ん
め
い明

十
一
︵
一

四
七
九
︶年
に
高
橋
命め

い

千ち
よ代

が
益
田
兼か

ね
た
か堯

・

貞さ
だ
か
ね兼

父
子
に
宛
て
た
起き

し
ょ
う
も
ん

請
文
︵
契
約
状
︶

の
後
半
部
分
で
す
。命
千
代
は
ま
だ
幼
く
、

一
族
や
重
臣
ら
が
起
請
文
の
内
容
を
保
証

す
る
た
め
に
署
名
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

署
名
し
て
い
る
人
々
の
名
字
に
は
、雪ゆ

き
た田

・

口く
ち
ば羽

・
上か

み

出い
ず
わ羽

・
下し

も

出い
ず
わ羽

・
長な

が
た田

な
ど
、

邑
南
町
の
あ
た
り
の
地
名
が
見
え
、
こ
れ

ら
の
地
域
が
高
橋
氏
の
支
配
領
域
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
北き

た

・

生い
け
だ田

︵
広
島
県
安あ

き芸
高た

か
た
し

田
市
美み

ど

り
土
里
町ち

ょ
う

︶

な
ど
安あ

き
の
く
に

芸
国
︵
広
島
県
西
部
︶
の
地
名
も

見
ら
れ
る
こ
と
で
、
高
橋
氏
の
支
配
領
域

は
石い

わ
み
の
く
に

見
国
︵
島
根
県
西
部
︶
だ
け
で
な
く
、

安
芸
国
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
応お

う
え
い永

六
︵
一
三
九
九
︶

年
、
大お

お
う
ち内

義よ
し
ひ
ろ弘

が
室
町
幕
府
に
反
抗
し
て

討
た
れ
る
と
︵
応
永
の
乱
︶、大
内
氏
に
近

い
関
係
に
あ
っ
た
領
主
ら
は
、
室
町
幕
府

か
ら
処
罰
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
領

主
ら
は
一
致
団
結
し
て
こ
れ
に
対
応
し
よ

う
と
し
ま
し
た
。
石
見
国
西
部
で
は
益
田

氏
・
三み

す
み隅

氏
・
周す

ふ布
氏
・
福ふ

く
や屋

氏
ら
が
協

力
関
係
を
結
び
ま
し
た
が
、
同
様
に
安
芸

国
で
も
毛
利
氏
・
吉き

っ
か
わ川

氏
・
熊く

ま
が
い谷

氏
ら
が

連
合
を
形
成
し
、
そ
の
中
に
は
高
橋
氏
も

加
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
橋
氏
が

安
芸
国
に
も
所
領
を
持
ち
、
安
芸
国
の
領

主
と
も
関
係
が
深
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
の
後
、
こ
の
二
つ
の
領
主
連
合
は
そ

れ
ぞ
れ
発
展
し
ま
す
。
そ
し
て
、
文
明
十

一
年
に
益
田
氏
と
高
橋
氏
が
協
力
関
係
を

結
ん
だ
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
強

化
さ
れ
、
両
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連
合
の
盟

主
的
立
場
と
な
り
、
ま
た
安
芸
と
石
見
に

ま
た
が
る
領
主
連
合
が
成
立
し
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毛
利
元
就
は
高
橋
氏
を
滅
ぼ

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
領
地
と
領
主

連
合
の
盟
主
と
し
て
の
地
位
を
継
承
し
、

こ
れ
が
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
基
盤
と
な
っ

た
の
で
す
。
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数
年
前
か
ら
島
根
県
で
は
行
政
文
書
の

中
で
﹁
自
殺
﹂
と
い
う
表
現
が
廃
止
さ
れ
、

﹁
自
死
﹂
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
害
的

な
意
味
合
い
の
あ
る
﹁
殺
﹂
と
い
う
字
が

自
死
遺
族
に
耐
え
が
た
い
苦
痛
を
も
た
ら

す
こ
と
に
配
慮
し
た
措
置
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
言
い
方
を
変
え
た
か
ら

と
い
っ
て
根
絶
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
指
摘
や
、
特
定
の
言
葉
に
対
す
る
過

度
な
規
制
、
い
わ
ゆ
る
言
葉
狩
り
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
島
根
県
の
方
針
は
何
よ
り
も
遺

族
の
心
情
に
寄
り
添
う
こ
と
に
主
眼
を
置

く
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

生
存
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
欲
求
に

逆
ら
い
自
ら
命
を
絶
つ
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
に
至
る
ま
で
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

苦
悩
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。
遺
族
は
そ
の
跡
を
た
ど
る
よ
う

に
同
じ
苦
し
み
を
味
わ
い
ま
す
。
ま
た
、

近
く
に
い
な
が
ら
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
悔
恨
の
念
や
ど
う
し
て
も
意
識
せ

ざ
る
を
得
な
い
周
囲
の
視
線
に
よ
っ
て
さ

ら
に
さ
い
な
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
苦
痛
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
の
で

あ
れ
ば
、
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
言

葉
を
選
ぶ
の
は
妥
当
な
判
断
だ
と
考
え
ま

す
。

　

今
年
3
月
、
自
死
遺
族
の
集
い
で
あ
る

﹁
し
ま
ね
わ
か
ち
あ
い
の
会
・
虹
﹂
の
主
催

に
よ
り
、﹁
し
ま
ね
自
死
遺
族
フ
ォ
ー
ラ

ム
﹂
が
益
田
市
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
大
切
な
人
を

自
死
に
よ
っ
て
失
っ
た
悲
し
み
が
切
々
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
の
も
と
も
と
の
目
的
は
想
い

を
分
か
ち
合
い
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と

で
し
た
が
、
今
で
は
悲
し
み
と
苦
し
み
を

あ
り
の
ま
ま
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
多
く

の
人
に
自
ら
の
体
験
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
死
に
よ
っ
て
苦
し
む
人
を
こ
れ

以
上
増
や
す
ま
い
と
す
る
啓
発
活
動
へ
と

広
が
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
人
の
死
を
悲

し
い
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
祈
り
に
似
た
思
い
に
よ
っ
て
、
様
々

な
も
の
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
お
ら
れ

る
の
で
す
。

　

9
月
10
日
か
ら
の
一
週
間
は
自
死
予
防

週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
よ

う
に
生
き
て
い
る
日
々
が
い
か
に
貴
重
な

も
の
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
か
み

し
め
た
い
も
の
で
す
。

中世益田講座　益田氏をとりまく大名・領主編（全 9回）

第六回　高橋氏
【問い合わせ先】 
　市文化財課　☎ 31-0623

高橋命千代起請文（後半部分。東京大学史
しりょう

料
編
へんさんじょ

纂所所蔵「益田家文書」）
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　二条地区は、益田市の中心地から南西に約 18㎞

入った先の山
やまあい

間の中にあります。
　二つの城山に囲まれて、遠くに日本海を望む横山
城からの眺望と雲海や、四季折々の里山風景は、非
常に幻想的で、地区住民の自慢です。
　一方、人口 574 人、高齢化率 48％（平成 27 年
5 月末現在）と、少子高齢化による人口減少、過疎
化問題、独居増加問題、学校統廃合問題、イベント
等の継続的開催の問題等、中山間地に限らず、どの
地区でも抱えている問題が山積しています。

　二条地区では、「地域自治組織」設立に向けて、平成 25 年 5 月より、まず、準
備会議設立のために事前会議を 4 回行い、7 月に「二条地区地域自治組織準備会
議設立総会」を開催しました。8 月から 11 月までの 3 カ月間、20 名の準備委員
が分担し「まちづくり戸別聞き取り調査」を実施しました。
　次に、地域自治組織設立の準備活動として、平成 26 年 4 月に第 1 回目の地域自治組織準備会議を開催して以降、
8 月までの間、計 10 回の準備会議を経て、平成 26 年 8 月 30 日に「二条里づくりの会設立総会」を開催しました。

「里山をいかし、人と自然がつながる二条」を基本方針に、「なりわい」「くらし」「ひと」部会を設置して、各部会を
中心に今後様々な取組を展開していくことになりました。
　「二条里づくりの会」設立後、認定に向けて、なりわい・くらし・ひと各部会

計 15 回、役員会 15 回、全体会議 11 回の会議を重ね、「元気な二条邑
むら

づくりプ
ラン」（5 カ年プラン）と共に、5 カ年活動計画（事業計画）を策定し、平成 27
年 5 月 24 日「二条里づくりの会総会」を開催しました。地区住民の方々より承
認され、平成 27 年 6 月 17 日に「二条里づくりの会」は、益田市より地域自治
組織の認定第１号として認定通知書の交付を受けました。

　まず、二条里づくりの会（地域自治組織）は、「元気な邑づくりサイ
クル」の実現に向けて、5 カ年活動計画をもとに、単年度事業計画を
確実に実施し、ステップアップしていく事が必要だと考えています。
　それにより、二条地区住民の方々のさらなる理解を深めることがで
き、また、より多くの地域住民の参加・参画を促していきます。
　「元気な邑づくりサイクル」の目的である、「移住」「定住」「永住」、
住んでみたい、そして、住みやすく、住み続けていくことができる二
条を目指し、益田市地域自治組織認定第 1 号としての責任の重みを感
じつつ、邁進していきます。

１．地区の現状

2．地域自治組織「二条里づくりの会」

3．今後の取組

づくりの取組紹介

里山をいかし、人と自然がつながる二条

１．地区の現状

里山をいかし、人と自然がつながる二条
二条地区 二条地区
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　当地区は、市中心部より 5〜10㎞圏内に位置し、
人口 508 人、世帯数 202 世帯、高齢化率 45.3％

（平成 27 年 5 月末日現在）の中山間地域で、過疎
化・少子高齢化・耕作放棄地の増加・空き家の増
加・不法投棄等、全国の多くの中山間地域が抱え
ている課題を当地区も共有しています。
　右グラフが予見するように、このまま何もしな
いで手をこまねいていると、30 年後には人口 3 分
の 1、高齢化率 1.5 倍の現実が待ち受けています。

　平成 25 年度から本格的に始まった益田市の「人口拡大計画」に基づき、当地区では昨年 7 月に北仙道地区地域自治
組織設立準備会議（以下「準備会議」という）を設立し、地域魅力化プロジェクト事業の両輪である「地域自治組織設
立準備事業」（以下「設立事業」という）と「地域魅力化事業」（以下「魅力化事業」という）に取組んでいます。
　本年度は、新体制によりスタートし、5 月に第 1 回目の会議を開催して以降は、毎月第 3 水曜日に会合を持ち、活発
な議論が行われています。

　本年度の活動の目玉は、設立事業では学識経験者を招いての講演会・戸別アンケート・先進地視察調査の実施を予
定しています。魅力化事業ではキャンドルライト in あかがり＆かかしコンテストへの支援、子供地元学 in 北仙道の実
施、GIS（地理情報システム）を活用した北仙道地区基礎カルテ作成事業（第 2 期）に取組みます。特に GIS を活用し
た事業については、地域の実態を把握し、情報を可視化していきます。
　また、８月に子供地元学 in 北仙道を取組む予定ですが、昨年度の地元学では、「大人の視点」で地区の掘り起こしを
行いました。今年度は「子どもの視点」で地区の魅力を掘り起こしてもらいたいと考えています。
　併せて、当地区では、島根県中山間地域研究センターが実施する「学生インターンシップ事業」に採択されました。
この事業により、8 月から 9 月の１カ月間、山形大学の学生が来益する事が決定し、「他所からの視点」で当地区の魅
力を掘り起こしてもらうと同時に、子どもたちとの活動や GIS を活用した「お宝マップ」の作成等を実施する予定で
す。
　本年度は色々と研修や体験活動を地区の方々に取組んでいただき、話し合いの場を出来るだけ多く作り、住みやすい

「北仙道」づくりについて議論を深め、北仙道らしい地域自治組織を見つけていきたいと考えています。

１．地区の現状

2．北仙道地区地域自治組織設立準備会議の設立

3．今後の取組

魅力ある地域

１．地区の現状

北仙道地区
北仙道地区住みやすい 「 北仙道 」 にするには？

 ～地区の現状と準備会議の取組～

昨年（8月16日）のキャンドルライトの様子
（赤雁の里より天道山を望む）

第 2回会合（6月17日）の様子
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職員の給与などの状況を公表します

　市職員の給与は、条例、規則などで定められています。職員の給与には、基本給としての給料と扶養、住居、
通勤手当や民間の賞与に当たる期末勤勉手当などがあります。これらの状況を次のとおり公表します。詳細は市
ホームページをご覧ください。

　職員の任免・職員数に関する状況

1.　級別職員数の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

※ 1  益田市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
※  2  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

※ 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者などを含み、臨時および非常勤職員を除く。

2.　職員数の推移

※各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

※空欄は募集を行なっていない試験区分。

3.　職員採用試験実施概要

5.　部門別職員数（平成 27 年 4 月 1 日現在）

4.　新規採用の状況

※平成26年10月1日および平成27年4月1日採用

年　度　 Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27
一般行政 339 人 324 人 311 人 311 人 316 人 323 人
教　　育 59 人 60 人 58 人 61 人 63 人 60 人
公営企業 66 人 67 人 65 人 65 人 65 人 64 人

計 464 人 451 人 434 人 437 人 444 人 447 人

職　　　　種
第 1 回試験 第 2 回試験 第 3 回試験

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数
一般事務（大卒程度） 31 人 ８人 12 人 3 人
一般事務（高卒程度） 10 人 4 人 7 人 2 人
土木技師 7 人 2 人 3 人 2 人
主任介護支援専門員 0 人 0 人 0 人 0 人

職  種 一般事務（大卒程度） 一般事務（高卒程度） 土 木 技 師 合　計

人  数 11 人 6 人 4 人 21 人

区 分

一般行政部門 特別行政部門 公営企業等

合 計議
会

総
務

税
務

民
生

衛
生

農
水

商
工

土
木 計 教

育 計 水
道

そ
の
他

計

Ｈ26 4 人 81人 27人 74人 20人 31人 19人 60人 316人 63人 63人 25人 40人 65人 444人

Ｈ27 4 人 85人 27人 75人 20人 32人 18人 62人 323人 60人 60人 25人 39人 64人 447人

区　　分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計
 標準的な職務内容 主事 副主任主事 主任主事 係長 課長補佐 課長 部長

職 員 数 33 人 21 人 77 人 141 人 111 人 50 人 14 人 447 人
構 成 比 7.4％ 4.7％ 17.2％ 31.6％ 24.8％ 11.2％ 3.1％ 100％



11  広報ますだ　平成 27　2015 年　9 月号

　職員等の給与の状況

1. 人件費の状況（平成 26 年度普通会計決算見込額）

人件費以外
251 億 5,429 万円 9 千円

（86.9％）

人件費
37 億 8,123 万 8 千円

（13.1％）

2. 職員給与費の状況（平成 27 年度普通会計予算）

給料 
15 億 3,867 万 7 千円

期末・勤勉手当 
5 億 6,495 万 9 千円

職員手当 
2 億 4,935 万 6 千円

※ 人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。
　 （ 平成 27 年 3 月 31 日住民基本台帳人口 48,904 人）

※  1   職員手当には退職手当を含まない。
※  2   給与費は当初予算に計上された額。

3. 平均給料月額・平均年齢の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在） 7. 職員手当の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

4. 職員の初任給の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

5. 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成 27 年 4 月 1 日現在）

6. 特別職の報酬等の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

区　　分 益田市 国

一般行政職
大学卒 163,600 円 174,200 円
高校卒 142,100 円 142,100 円

区　　分 経験年数10 年 経験年数20 年 経験年数30 年

一　般
行政職

大学卒 265,400 円 372,275 円 407,980 円
高校卒 一 338,043 円 400,250 円

　職員研修の状況

研修の種類 受講者数
自治研修所　階層別研修等 86 人
市町村総合事務組合　行政実務研修等 22 人
特別研修 14 人

その他の研修
労働安全衛生研修 156 人
人権同和問題研修 374 人
人事評価制度研修ほか 239 人

給料月額等（カット後） 期末手当

市　長 786,500 円
(550,550 円 ) 06 月期 1.20 月分

12 月期 1.35 月分
計 2.55 月分
役職加算 40％

副市長 654,000 円
(523,200 円 )

教育長 577,000 円
(461,600 円 )

議　長
副議長
議　員

389,000 円
329,000 円
303,500 円

06 月期 1.20 月分
12 月期 1.35 月分
計 2.55 月分
役職加算 40％

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

328,600 円 42.3 歳 363,800 円 50.3 歳

内　　　　容

期末手当
 6 月期 1.20 月分
 12 月期 1.35 月分 計 2.55 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置有

勤勉手当
 6 月期 0.725 月分
 12 月期 0.725 月分 計 1.45 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置有

退職手当

　　　　　　　①自己都合 　  ②勧奨・定年
 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
 勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
 勤続 35 年  41.325 月分 49.59 月分
 1 人当たりの  

2,908 千円 23,918 千円
 平均支給額　
※ 退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度

に退職した全職種に係る職員に支給された平
均である。

特　　殊
勤務手当

徴収業務手当・ごみ収集業務手当・危険作業
手当など 19 種類
支給実績 2,262千円
手当支給職員の割合（平成 26 年度） 21.3％
平成 26年度 1人当たりの平均支給年額 25,416円
※ 水道部局を除く。

時 間 外
勤務手当

平成 26 年度支給総額  160,511 千円
平成 26 年度 1 人当たりの平均支給年額 384 千円
※ 水道部局を除く。

扶 養
手 当

①配偶者 13,000 円
②配偶者以外の扶養親族 6,500 円
③配偶者のない職員の扶養親族 11,000 円
④満 16 歳から満 22 歳までの子 +5,000 円

住 居
手 当

借家居住者で 12,000 円を超える家賃を支払
っている者に 27,000 円を限度に支給

通 勤
手 当

・交通機関利用者は運賃相当額
・交通用具利用者は通勤距離に応じた額
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　職員の勤務時間・その他勤務条件

1. 職員の勤務時間の状況（平成 27 年 4 月 1 日現在）

　職員の分限および懲戒処分の状況

1. 分限処分者（平成 26 年度）

2. 懲戒処分者（平成 26 年度）
　  なし

2. 休暇制度（平成 27 年 4 月 1 日現在）

① 1 週間の正規の勤務時間　38 時間 45 分　
② 1 日の正規の勤務時間　　07 時間 45 分
③ 勤務の開始時刻と終了時刻
 開始時刻 8:30　終了時刻 17:15　
④ 休憩時間　12:00 〜 13:00　
※一部の部課において時差出勤制度あり。

　職員の服務の状況

1. 年次有給休暇の取得状況 （平成26年1月1日～12月31日）

　勤務成績の評定の状況

　職員の福祉および利益の保護の状況

1. 職員の健康診断の状況（平成 26 年度）

2. 公務災害の認定状況（平成 26 年度）

3. 勤務条件に関する措置の要求の状況

4. 不利益処分に関する不服申立の状況

2. 病気休暇の取得状況 （平成26年1月1日～12月31日）

※人間ドック受診者、育児休業者、休職者を除く。

平成26年度中において公平委員会からの勧告はなかった。

平成 26 年度中において公平委員会からの是正の指示はな
かった。

①選挙権その他公民権の行使をする場合で、必要と認められる期間
②裁判員、証人、鑑定人、参考人として国会、裁判所、議会その他官公署へ出頭する場合で、必要と認められる期間
③骨髄移植のための骨髄若しくは末梢血管細胞移植のための末梢血管細胞の提供希望者としてその登録を実施する者に

対して登録の申出を行い、または配偶者、父母、子および兄弟姉妹以外の者に骨髄移植のための骨髄若しくは末梢血
管細胞移植のための末梢血管細胞を提供する場合で、必要と認められる期間

④自発的に、かつ、報酬を得ないで社会に貢献する活動を行う場合、1 年につき 5 日以内
⑤妊産婦である女子職員が、健康診査および保健指導を受ける場合、必要な時間
⑥生後 3 年に達しない子を育てる職員が、その子の保育のために必要と認められる授乳等を行う場合、1 日 2 回それぞ

れ 60 分間（生後 1 年以上の子はそれぞれ 30 分間）
⑦中学校就学前の子を養育する職員が、その子の看護をする場合、1 年につき 5 日以内（子が 2 人以上の場合 10 日以内）
⑧地震、水害、火災その他の災害により職員の現住居が滅失し、または損壊した場合、7 日以内
⑨職員が心身の健康の維持および増進のため勤務しないことが相当であると認められる場合、1 年につき 4 日以内

● 特別休暇

主な休暇の種類  内　　容
年次有給休暇 1 年につき 20 日
産前産後休暇 産前産後 8 週間以内

慶弔休暇
本人の結婚　7 日
妻の出産　　3 日
忌引　　　　1 日〜 10 日

介護休暇 2 週間以上 6 月以内  ※無給

区　　分 評定回数 評定時期   評定対象者数

市長部局

年１回 １月

323 人

教育委員会 44 人

水道企業部局 18 人

行政委員会 6 人 区　　分 認定件数
公務災害 3 件
通勤災害 0 件

総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数

16,760 日 3,956 日 442 人 9.0 日

休暇の区分 対象職員数 総取得日数 平均取得日

私傷病 442 人 1,059 日 2.4 日

健康診断の種類 対象者 受診者
新規採用職員健康診断 13 人 13 人

定期健康診断 246 人 246 人

処分の種類
処分事由 降任 免職 休職 降給 合計

心身の故障の場合
(地公法第 28条第 1項第 2号 )
(地公法第 28条第 2項第 1号 )

2人 2人
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「自伐型林業」の普及を図ります

　匹見町落合に、木材を集めて加工する拠点「木の
駅ひきみ森の宝山直市場」が整備されました。市内
の山林所有者と市民から間伐材を受け入れ、対価と
して現金と地域通貨券を支給する仕組みで、間伐材
はまきに加工し、「匹見峡温泉やすらぎの湯」に木
質バイオマス燃料として供給する予定です。

　萩・石見空港の 2 階出発ロビーに、県の観光
キャラクターしまねっこの「空の別荘」が完成し
ました。出雲市の「海」、飯南町の「山」に続く 3
カ所目の別荘です。セレモニーでは、認定こども
園まどころナーサリースクールの年長児 10 名が
テープカットし、しまねっこと別荘の完成を喜び
ました。

　益田小学校と戸田小学校で「夢の教室」が開催
されました。夢先生に元なでしこリーグサッカー
選手の法

ほ う し と

師人美
み か

佳さんを迎え、仲間に対する思い
やりや言葉の大切さ、「夢」に向かって努力する大
切さを教わりました。子どもたちは真剣なまなざ
しで授業を受けていました。

　益田市では、再生可能エネルギーの普及促進・
市有財産の有効活用を目的として、市内 36 施設
について太陽光発電屋根貸し事業の公募を行いま
した。6 月 29 日㈪、環境教育などの地域貢献を含
む企画を提案した「株式会社ウエストエネルギー
ソリューション（広島市）」と、事業期間などを定
めた基本協定書を締結しました。

屋根貸し事業を開始します！！

「空の別荘」利用してニャ♪

夢先生からいろいろなことを学びました

6/29

7/1

6/21

「木の駅ひきみ森の宝山直市場」開所

しまねっこ「空の別荘」完成

JFA こころのプロジェクト
「夢の教室」開催

益田市市有施設の屋根貸しによる
太陽光発電事業の協定を締結！

7/15
16
～
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information
くらしの情報

　

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で

活
用
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
補
助

金
の
申
請
は
、
平
成
28
年
3
月
31

日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

☆ 

生
ご
み
処
理
容
器
等
購
入
事

業
補
助
金

　

可
燃
ご
み
の
中
に
は
、生
ご
み

に
含
ま
れ
る
水
分
が
半
分
以
上
占

め
て
い
ま
す
。生
ご
み
を
減
ら
す

事
が
ご
み
減
量
化
に
繋
が
り
ま

す
。

◦ 

生
ご
み
処
理
容
器
︵
コ
ン
ポ
ス

ト
等
︶ 

購
入
金
額
×
1
－
2

（
上
限  

5
、0
0
0
円
）

◦ 

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
械

　

購
入
金
額
×
1
－
3

（
上
限  

1
5
、0
0
0
円
）

☆ 

再
資
源
化
等
推
進
事
業
補
助
金

　

可
燃
ご
み
の
中
に
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
紙
箱
・
包
装
紙
・
新

聞
広
告
紙
等
が
入
っ
て
い
る
事
が

多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
各
地
で

実
施
さ
れ
る
資
源
回
収
等
を
利
用

す
る
か
、
資
源
の
日
に
古
紙
類
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

再
資
源
化
推
進
を
目
的
に
団
体

等
が
収
集
し
、
売
却
し
た
対
象
物

の
重
量
に
応
じ
て
助
成
し
ま
す
。

　

・
古
紙
類
１
㎏
…
2
円

　

・
び
ん
類
１
本
…
2
円

　

・
缶　

類
１
㎏
…
2
円

☆ 

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整

備
事
業
補
助
金

　

自
治
会
が
設
置
す
る
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整
備
（
新
規
・

修
繕
）
に
要
す
る
経
費
の
1
－
2

（
上
限
3
0
、0
0
0
円
）を
補
助

し
ま
す
。

問 　
市
環
境
衛
生
課

　
　

☎
31
・
0
2
3
2

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
の

た
め
、
10 

kW
未
満
の
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
最
大
出
力
kW
未
満
の
場
合

　
　

⇦
住
宅
用
太
陽
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金

最
大
出
力（
kW
）に
1
万
円
を
乗

じ
た
額

●
最
大
出
力
4

kW
以
上
の
場
合

　
　

⇦

　

上
限
4
万
円

※ 

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申  
平
成
28
年
2
月
29
日
㈪
ま
で

※ 

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

問   
市
環
境
衛
生
課

　
　

☎
31
・
0
2
3
2

　

電
波
は
警
察
、
消
防
・
救
急
、

放
送
、
携
帯
電
話
な
ど
、
私
た
ち

の
生
活
の
安
心
・
安
全
の
た
め
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。不
法
電
波
は
、

大
切
な
通
信
を
妨
害
し
て
、
私
た

ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

【
守
ろ
う
電
波
の
3
つ
の
ル
ー
ル
】

① 

無
線
機
器
の
利
用
に
は
技
適

マ
ー
ク「

」「

」の
確
認
を
。

② 

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免

許
が
必
要
で
す
。

③ 

外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、
国

内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
で

は
、
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・

妨
害
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信

不
法
電
波
か
ら

　
　

暮
ら
し
を
守
れ
！

「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」

　
　

県
立
施
設
無
料
開
放

障
害
な
ど
、
電
波
に
関
す
る
困
り

ご
と
や
相
談
電
話
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

問  ・
不
法
無
線
局
、混
信
・
妨
害
相
談

　

☎（
0
8
2
）2
2
2
・
3
3
3
2

・
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

　

☎（
0
8
2
）2
2
2
・
3
3
8
3

・
総
合
窓
口

　

☎（
0
8
2
）2
2
2
・
3
3
1
4

　
「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」
に
県

立
8
施
設
で
高
齢
者
を

対
象
と
す
る
入
館
料
が

無
料
と
な
り
ま
す
。

期
間　

9
月
15
日
㈫
〜
21
日
㈪
㈷

※ 

た
だ
し
、
9
月
15
日
は
休
館
日

で
す
。（「
し
ま
ね
花
の
郷
」、

「
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園
」

は
無
休
）

対 

象
者　

年
内
に
満
65
歳
以
上
に

な
る
高
齢
者
（
昭
和
25
年
12
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

対
象
施
設　

①
島
根
県
立
美
術
館
（
松
江
市
）

② 

島
根
県
立
八
雲
立
つ
風
土
記
の

丘
展
示
学
習
館
（
松
江
市
）

③ 
花
ふ
れ
あ
い
公
園
「
し
ま
ね
花

の
郷
」（
出
雲
市
）

④ 

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物

館
（
出
雲
市
）

⑤ 

島
根
県
立
宍
道
湖
自
然
館
ゴ
ビ

ウ
ス
（
出
雲
市
）

⑥ 

島
根
県
立
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ

ル
・
三
瓶
小
豆
原
埋
没
林
公
園

（
大
田
市
）

⑦ 

島
根
県
立
し
ま
ね
海
洋
館
ア
ク

ア
ス
（
浜
田
市
、
江
津
市
）

⑧ 

島
根
県
立
石
見
美
術
館
（
益
田

市
）

手 

続
き　

入
館
受
付
の
際
、
年
齢

が
分
か
る
も
の
（
健
康
保
険
証

や
運
転
免
許
証
等
）を
提
示
し
、

無
料
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

※ 

詳
細
は
各
施
設
に
直
接
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 　

市
高
齢
者
福
祉
課

　
　

☎
31
・
0
2
3
5

　

益
田
市
は
県
内
一
の

メ
ロ
ン
・
ト
マ
ト
産
地
で
す
。
こ

の
産
地
の
将
来
を
担
う
生
産
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

各
部
会
の
取
組
、
栽
培
方
法
、

経
済
性
の
説
明
や
栽
培
ほ
場
の
見

学
を
行
う
栽
培
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

メ
ロ
ン
・
ト
マ
ト
栽
培
に
挑
戦

メ
ロ
ン
・
ト
マ
ト
栽
培
説
明

会
を
開
催
し
ま
す

お
知
ら
せ

ご
み
の
減
量
化
と

　
　

リ
サ
イ
ク
ル
補
助
金
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場   

益
田
運
動
公
園
各
施
設

問   

市
社
会
教
育
課

　
　

☎
31
・
0
6
2
2

　

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
を
9
月

下
旬
か
ら
10
月
に
行
い
ま
す
。

　

こ
の
健
康
診
断
は
、
法
令
の
規

定
に
基
づ
き
、
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
保
健

上
必
要
な
助
言
を
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

　

健
康
診
断
の
日
程
は
、後
日
、対

象
と
な
る
ご
家
庭
に
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

健
康
診
断
の
場
所
は
、
入
学
予

定
先
の
小
学
校
で
す
。
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対 

象
児

平
成
21
年
４
月
２
日
〜
平
成
22

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ

ん
問　

市
学
校
教
育
課

　
　

☎
31
・
0
4
5
1

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ま

す
だ
」
開
催

新
入
学
児
の
健
康
診
断

カゴを使用した採捕の禁止について
　島根県内のすべての河川や湖沼では、漁業権に基づく場合を除いて、カゴを使ってカニやウナギなどの水産動植
物を採捕することが禁止されています。違反すると罰則が適用されますのでご注意ください。
　なお、漁業権のある河川や湖沼においては、遊漁料を納めることにより、一般の人がカゴを使用できる場合もあ
りますので、管轄する漁業協同組合にご相談ください。

◎漁業権のある河川（支流も含む）… 江の川、周布川（青尾貯水池より上流）、三隅川、高津川
◎代表的な漁業権のない河川… 静間川、敬川、下府川、浜田川、
 周布川（青尾貯水池より下流）、
 益田川

 

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
衣
類
を

海
外
支
援
に
活
か
そ
う

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

10
月
14
日
㈬ 

　
　

13
：
30
〜
15
：
30

場　

 

飯
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
（ 

飯
田
町
8
0
5　

飯
田
児

童
館
）

申　

9
月
30
日
㈬
ま
で

問  

J
A
し
ま
ね
西
い
わ
み
地
区

本
部　

営
農
部

　

☎
23
・
1
9
1
1

　

毎
年
10
月
に
開
催

し
て
い
た
「
ま
す
だ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」
は
、
今
年
か
ら
「
エ

ン
ジ
ョ
イ
・
ス
ポ
ー
ツ
ま
す
だ
」

に
変
更
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
よ
り

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト
に
変
わ
り
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い

て
は
、
10
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
10
月
10
日
・
11
日
・
12

日
は
、
益
田
運
動
公
園
で
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　

 

10
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
・
12　
　

日
㈪
㈷

2
0
1
5
年 

愛
の
救
援
衣
料

　

家
庭
の
タ
ン
ス
な
ど
に
眠
っ
て

い
る
衣
類
を
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
の
人
た
ち
に
送
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。
衣
料
品
の
海
外

輸
送
費
に
充
て
る
た
め
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
募
金
も
受
付
け
ま
す
。

日　

9
月
26
日
㈯
〜
27
日
㈰

　
　

10
：
00
〜
17
：
00

場　

 

キ
ヌ
ヤ
益
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
（
常
盤
町
）

︻
取
り
扱
う
衣
料
︼

◦ 

新
品
…
下
着
・
パ
ジ
ャ
マ
・
タ

オ
ル
（
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
含
む
）・

シ
ー
ツ

◦
洗
濯
済
み（
シ
ミ
・
傷
み
な
し
）

毛
布
・
カ
ジ
ュ
ア
ル
ウ
ェ
ア（
ズ

ボ
ン
・
ジ
ー
ン
ズ
・
T
シ
ャ

ツ
・
ト
レ
ー
ナ
ー
・
セ
ー
タ
ー
・

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ス
・

コ
ー
ト
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
な
ど
）

︻
取
り
扱
わ
な
い
衣
料
︼

ス
ー
ツ
（
背
広
含
む
）・
ス
カ
ー

ト
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
・
ベ
ビ
ー
服
・

和
服
・
布
団
・
小
物
類
（
ネ
ク
タ

イ
・
マ
フ
ラ
ー
・
帽
子
な
ど
）・

靴
・
カ
バ
ン

問　

 

N
P
O
法
人
日
本
救
援
衣

料
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
6
・
6
2
7
1
・
4
0
2
1

【問い合わせ先】
島根県農林水産部水産課漁業管理グループ
☎ 0852-22-5315
島根県浜田水産事務所水産課
☎ 0855-29-5633
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information
くらしの情報
︻
対
象
と
な
る
方
︼

平
成
28
年
４
月
の
進
学
等
を
希

望
し
て
い
る

• 

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

• 

20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る
寡
婦

•
父
母
の
な
い
児
童

︻
対
象
と
な
る
資
金
︼

☆ 

児
童
の
進
学
、
就
職
を
対
象
と

す
る
資
金
（
無
利
子
）

︿ 

修
学
資
金
﹀

高
等
学
校
や
大
学
等
へ
就
学
す

る
た
め
の
授
業
料
、
書
籍
代
、

交
通
費
等

︿
修
業
資
金
﹀

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

技
能
の
習
得
費
用

︿  

就
学
支
度
資
金
﹀

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必
要

な
入
学
金
や
被
服
等
の
購
入
費

※ 

他
制
度
に
よ
る
奨
学
金
と
の
併

用
は
で
き
ま
せ
ん
。

☆ 

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
寡
婦
の
技
能
習
得
を

対
象
と
す
る
資
金

　
（ 

連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

「
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
」

予
約
貸
付
受
付
中

西
部
高
等
技
術
校
訓
練
生

は
無
利
子
、立
て
な
い
場
合
は

年
1
・
5
%
）

︿   

技
能
習
得
資
金
﹀

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識

技
能
の
習
得
費
用

︻
申
込
締
切
︼　

　

平
成
28
年
2
月
末
日

※ 

申
込
み
を
す
る
場
合
は
、
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申  

問 

市
子
育
て
支
援
課

　

☎ 

31
・
0
2
4
3

★
介
護
サ
ー
ビ
ス
科

　︵
即
戦
力
コ
ー
ス
︶
益
田
②

　

介
護
福
祉
の
基
本
的
知
識
・
基

本
的
技
術
を
マ
ス
タ
ー
し
、
老
人

ホ
ー
ム
、
病
院
、
養
護
施
設
等
で
の

介
護
お
よ
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
即
戦
力
と
し
て
従
事

で
き
る
「
介
護
職
員
初
任
者
資
格
」

取
得
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
「
居
宅
介
護
職
員
初
任

者
資
格
」「
全
身
性
障
が
い
者
移
動

支
援
従
事
者
資
格
」
が
取
得
可
能

で
す
。

募
集
定
員　

15
名

応
募
資
格　

求
職
者

受 

講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
等
1
8
、0
0
0
円
程
度

必
要
）

訓
練
期
間　

10
月
20
日
㈫
〜

　
　

平
成
28
年
2
月
18
日
㈭

訓 

練
会
場　

益
田
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
須
子
町
）

募
集
期
間　

9
月
24
日
㈭
ま
で

応 

募
方
法　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
窓
口
で
相
談
の
上
、「
入
校

願
」
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

入
校
検
定
日　

10
月
1
日
㈭

検 

定
会
場　

県
立
西
部
高
等
技
術

校　

視
聴
覚
教
室

選 

抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
、

数
学
）・
面
接

問   

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

　

総
務
課
（
木
村
・
矢
田
）

　

☎
22
・
2
4
5
0

★
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
編
集

図
書
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
編
集

し
、
視
覚
障
が
い
の
方
が
利
用

す
る
テ
キ
ス
ト
デ
イ
ジ
ー
図
書

を
製
作
し
ま
す
。

対 

象
者

　

パ
ソ
コ
ン
の
簡
単
な
操
作
が
で

き
る
方
で
、受
講
後
、視
覚
障
が
い

の
方
が
利
用
す
る
テ
キ
ス
ト
デ
イ

ジ
ー
図
書
等
の
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
で
き
る
方

募　

集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

養
成
講
習
会
受
講
生

日 　

9
月
8
日
㈫
、
15
日
㈫
、
29

日
㈫　

毎
回
13
：
30
〜
16
：
00

　
（
全
3
回
）

場 　

い
わ
み
ー
る
４
階　

視
聴
覚

研
修
室
（
浜
田
市
野
原
町
）

受
講
料　

無
料

申 　

9
月
8
日
㈫
ま
で

　

※
当
日
会
場
で
も
受
付
け
ま
す
。

申  
問 
島
根
県
西
部
視
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
浜
田
市

野
原
町
1
8
2
6
-1　

い
わ

み
ー
る
2
階
）　

　

☎
0
8
5
5
・
24
・
9
3
3
4

　

0
8
5
5
・
24
・
9
3
3
5

所
在
地
・
戸
数

①
美
都
町
丸
茂
1
1
8
2
番
地
10

　
（
丸
茂
住
宅  

2
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

②
美
都
町
丸
茂
1
1
8
2
番
地
10

　
（
丸
茂
住
宅  

3
Ｄ
Ｋ
）
1
戸

③
横
田
町
1
7
7
7
番
地
1

　
（ 

横
田
住
宅 

障
が
い
者
用 

2
L

Ｄ
Ｋ
）
1
戸

④
横
田
町
1
7
7
7
番
地
1

　
（ 

横
田
住
宅
）
4
戸

※ 

横
田
住
宅
は
建
替
え
住
宅
の
た

め
、
抽
選
時
に
募
集
戸
数
が
変

動
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、間
取
り
は
後
日
、島
根
県

住
宅
供
給
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

市
営
住
宅
入
居
者

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

建
設
年
度　

　

①
②
平
成
16
年
度

　

③
④
平
成
27
年
度

月
々
の
費
用

家
賃　
（
収
入
に
よ
り
異
な
る
）

　

①
1
7
、1
０
０
円
〜

　
　
　
　

3
3
、5
0
0
円

　

②
2
1
、2
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
1
、6
0
0
円

　

③
2
1
、0
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
1
、3
0
0
円

　

④
1
9
、3
0
0
円
〜

　
　
　
　

4
5
、4
0
0
円

※
別
途

◎
外
灯
・
共
同
水
栓
等
の
共
益
費

◎
浄
化
槽
管
理
費

◎ 

丸
茂
住
宅
は
Ｔ
Ｖ
視
聴
に
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
が

必
要
で
す
。

◎ 

駐
車
場
使
用
料
（
丸
茂
住
宅
は

8
6
0
円
、
横
田
住
宅
は
平
成

28
年
度
有
料
化
予
定
）

入 

居
可
能
予
定
日  

11
月
中
旬
予
定

申 　

9
月
14
日
㈪
〜
30
日
㈬

　
　

※
17
時
必
着

（ 

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い

ま
す
。
な
お
、
抽
選
日
は
申
込
者

に
対
し
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

申 

込
資
格　

①
現
在
、住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

② 

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
方
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【集合場所】益田公民館

【募集対象】小学 4 年生以上 ※ 小学３年生以下の場合は大人同伴でお願いします。

【携 行 品】雨具・飲料水・筆記用具

【服　　装】ハイキング程度の歩きやすい服装

【参 加 料】大人：300 円　小人：200 円（保険に加入します）

【応募方法】事前応募、9 月 18 日㈮ まで

【申込み・問い合わせ先】歴史探訪実行委員会（益田公民館内） ☎ 23-5752

テーマ：知ろう！歩こう！　七尾城下町

【日　　時】9月 27日㈰  8:30 ～ 12:00

第14回 歴史探訪ウォーキング

〔受付〕8：30　〔開会式〕9：00　〔開始時刻〕9：30

＊中世の城下町を訪ねて当時の暮らしを想い、な
つかしい昭和の町名をめぐり、思い出に心を馳
せ、私達が生きているこの時と重ねてみる。そ
んなウォーキングをお楽しみください。

＊景品多数あり！

＊おどい鍋無料！

　
（ 

単
身
入
居
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

③ 

入
居
手
続
完
了
後
す
み
や
か
に

入
居
で
き
る
方

④
一
定
の
収
入
基
準
以
下
の
方

⑤
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
方

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

そ 

の
他　

入
居
時
に
は
連
帯
保
証

人
（
１
名
）
が
必
要
で
す
。

申  

問 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

　

☎
31
・
1
5
3
0

※ 

な
お
、
原
浜
、
上
黒
谷
、
黒
石
、

田
倉
、
久
城
、
須
子
住
宅
（
シ

ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）、
都
茂

上
、
朝
日
、
椎
ノ
木
、
湯
の
香
、

久
保
坂
、
宮
の
原
、
匹
見
町
の

住
宅
等
は
、
順
番
待
ち
住
宅
と

し
て
随
時
申
込
み
を
受
付
け
て

い
ま
す
。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
高

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

検
索

全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

催
し
・
相
談
会

齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
、
毎

日
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
組
の
一

つ
と
し
て
、
9
月
7
日
か
ら
13
日

ま
で
の
7
日
間
を
、全
国
一
斉「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」
強
化
週
間
と
定
め
、
電

話
相
談
の
受
付
時
間
を
延
長
し
ま

す
。

　

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
へ

の
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待

な
ど
の
人
権
侵
害
が
疑
わ
れ
る
事

案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

日 　

9
月
7
日
㈪
〜
13
日
㈰

時 　

8
：
30
〜
19
：
00

※
土
・
日
曜
日
は 

10
：
00
〜
17
：
00

︻
相
談
先
︼

　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

主 

催
：
松
江
地
方
法
務
局
・
島
根

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　

松
江
地
方
法
務
局
益
田
支
局
で

は
、
10
月
か
ら
登
記
の
申
請
に
関

す
る
相
談
を
、
毎
週
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
電
話

等
に
よ
り
事
前
に
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

︻
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
︼

　

松
江
地
方
法
務
局
益
田
支
局

　

☎
22
・
0
4
2
9

　

は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
益
田
会
場

で
は
、
毎
月
第
2
土
曜
日
に
独
身

男
女
の
結
婚
相
談
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
縁
結
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

無
料
で
紹
介
や
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
情
報
提
供
を
行
い
、
あ
な
た

の
素
敵
な
出
会
い
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
へ
ご
相
談

（
登
録
）
さ
れ
た
方
限
定
で
、サ
ロ

ン
内
で
開
催
す
る
相
談
者
同
士
の

交
流
会
「
は
ぴ
こ
交
流
シ
ェ
ア
サ

ロ
ン
」へ
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

♥
今
月
の
開
催
日
時

日 　

9
月
12
日
㈯

　

・
昼
の
部　

10
：
00
〜
12
：
00

　

・
夜
の
部　

18
：
00
〜
20
：
00

場 　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
　

多
目
的
室 

　
　
（
駅
前
ビ
ル 

E
A
G
A
内
）

♥
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

  

益
田
・
吉
賀
・
津
和
野
は
ぴ
こ

会
（
事
務
局
：
金
本
）

☎
0
9
0
・
7
5
4
2
・
7
5
5
4

※ 

事
前
予
約
の
方
を
優
先
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相
談

独
身
男
女
の
縁
結
び

 

今
月
の
開
催
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SU
N
日日

M
O

N
月

TU
E
火

W
ED

水
TH

U
木

FR
I
金

SA
T
土土

役
市

役
所

市
市

民
学

習
セ

ン
タ

ー
総

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

人
人

権
セ

ン
タ

ー
商

商
工

会
議

所
子

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
い

い
こ

い
の

家
保

保
健

セ
ン

タ
ー（

駅
前

ビ
ル

EA
G

A）
や

匹
見

峡
温

泉
湯

美
都

温
泉

競
益

田
場

外
発

売
所

陸
陸

上
競

技
場

サ
サ

ッ
カ

ー
場

自
自

由
広

場
体

市
民

体
育

館
庭

庭
球

場
球

市
民

球
場

歴
歴

史
民

俗
資

料
館

雪
雪

舟
の

郷
記

念
館

体

図
図

書
館

ひ
ひ

だ
まり

パ
ー

ク
み

と

ノ
ー

マ
イカ

ー
デ

ー
交

通
安

全
県

民
の

日

◆ 今 月 は 国 民 健 康 保 険 税 （ 4 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。

※
休

日
応

急
診

療
所

は
、E

A
G

A
2階

 市
立

保
健

セ
ン

タ
ー

内
に

あ
り

ま
す

。
★
持
参
す
る
も
の

 ： 
保

険
証

、医
療

費
助

成
の

受
給

者
証

、使
っ

て
い

る
お

薬
が

分
か

る
も

の
、診

療
代

★
受

診
の

際
は

必
ず

事
前

に
電

話
で

連
絡

を
し

て
く

だ
さ

い
 ！ （

受
診

の
予

約
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）
内

科
・

小
児

科
　

9：
00

～
12

：3
0

山
尾

医
院

休
日

応
急

診
療

所
中

島
こ

ど
も

ク
リ

ニ
ッ

ク
平

野
医

院
ま

す
た

に
小

児
科

医
院

休
日

応
急

診
療

所
石

見
ク

リ
ニ

ッ
ク

き
り

ん
薬

局
ウ

ォン
ツ

薬
局

益
田

乙
吉

店
能

美
薬

局
な

の
は

な
薬

局
天

津
薬

局
野

村
大

盛
堂

薬
局

オ
ー

ル
薬

局

☎
23

-2
18

3
☎

31
-4

12
6

☎
22

-0
80

2
☎

31
-0

22
9

☎
24

-2
51

5
☎

24
-2

50
9

☎
22

-3
82

0

☎
22

-1
87

8　
  2

2-
18

79
☎

　
 3

1-
41

99
☎

24
-8

52
1　

  2
4-

85
27

☎
22

-0
99

8　
  2

2-
81

21
☎

24
-0

81
0　

  2
2-

84
68

☎
　

 3
1-

41
99

☎
23

-2
37

0　
  2

3-
23

71

6日
（
日
）

13
日（
日
）

20
日（
日
）

21
日（
月
･祝
）

22
日（
火・
祝
）

23
日（
水・
祝
）

27
日（
日
）

休
日
診
療
場
所

当
番
薬
局

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

FA
X

休
日

応
急

診
療

で
は

上
記

時
間

内
で

の
一

時
的

な
応

急
診

療
や

処
置

を
行

い
ま

す
が

、症
状

の
重

い
方

を
優

先
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
医

師
の

判
断

に
よ

り
益

田
赤

十
字

病
院

、医
師

会
病

院
へ

の
受

診
を

お
す

す
め

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

休
日

応
急

診
療

は
日

曜
日

、祝
日

、1
2/

31
、1

/2
、1

/3
に

実
施

し
て

い
ま

す
。

土
曜

日
は

、か
か

り
つ

け
医

な
ど

市
内

の
診

療
所

に
診

療
時

間
を

確
認

の
う

え
受

診
し

て
く

だ
さ

い
。

※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い

9月
の
献
血

日 （
木
）

3 日 （
金
）

18
★
ま
す
だ
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

◎
ご
利
用
方
法

電
話

が
つ

な
が

り
ま

し
た

ら
、お

名
前

、
年

齢
を

告
げ

て
く

だ
さ

い
。

医
師

・
保

健
師

・
看

護
師

等
が

健
康

相
談

な
ど

に
応

じ
ま

す
。

い
つ

で
も

無
料

で
相

談
で

き
ま

す
。

（
24

時
間

年
中

無
休

）

★
健
康
相
談

※
9月
は
地
区
の
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

9
月

1
日

～
 3

0
日

の
時

刻
表

東
京

萩
・
石
見

東
京

空
港
情
報

1
0

: 5
5

1
2

: 2
5

1
3

: 2
5

1
5

: 0
0

1
6

: 0
0

1
7

: 3
0

1
8

: 1
5

1
9

: 5
0

※
発

着
時

間
等

は
お

断
り

なし
に

変
更

さ
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す

の
で

、事
前

の
確

認
を

お
願

い
し

ま
す

。
※

混
み

合
い

ま
す

の
で

、お
早

め
に

空
港

に
お

越
し

くだ
さ

い
。定

時
出

発
に

ご
協

力
を

お
願

い
し

ま
す

。

→ →
→ →

【
問

い
合

わ
せ

先
】 

萩
・

石
見

空
港

利
用

拡
大

促
進

協
議

会
事

務
局

  ☎
2

3
-0

9
9

0
 

中
国

電
力

㈱
 益

田
営

業
所

島
根

益
田

信
用

組
合

あ
け

ぼ
の

本
町

駅
前

町

9：
00

～
10

：4
5

15
：0

0～
16

：3
0

益
田

広
域

消
防

本
部

㈱
ひ

ょう
ま

  本
社

JA
し

ま
ね

西
い

わ
み

地
区

本
部

あ
け

ぼ
の

東
町

高
津

7丁
目

駅
前

町

9：
00

～
11

：0
0

12
：0

0～
13

：2
0

15
：0

0～
16

：2
0

★
は

ぴ
こ

交
流

サ
ロ

ン
開

設

★
こ

っ
こ

ろ
親

子
キ

ャ
ンド

ル
　

フ
ェ

ス
タ

20
15

年
齢

　
男

性：
１７

歳
～

６９
歳

　
女

性：
１８

歳
～

６９
歳

※
詳

し
い

内
容

に
つ

い
て

は
、問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

★
40

0m
L献

血
の

採
血

基
準

 島
根

県
赤

十
字

血
液

セ
ン

タ
ー

益
田

出
張

所
 ☎

23
-5

45
1

【
問

い
合

わ
せ

先
】

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

●
映

画
鑑

賞
会

13
：0

0～
図

19
：3

0～

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

●
子

ど
も

映
写

会
14

：0
0～ 15
：0

0～
図

図

●
お

は
な

し
会

10
：3

0～
図

●
お

は
な

し
会

14
：0

0～
図

●
益

田
市

立
図

書
館

文
藝

講
座

13
：0

0開
演

予
定

図

図

図

★
益

田
Ⅰ

N
A

K
Aラ

イド

★
八

朔
祭

★
益

田
公

募
写

真
展

受
付

開
始

★
萩・

石
見

空
港

ま
つ

り

10
：3

0～
●
子

育
て

支
援

サ
ー

ク
ル

 と
ど

ら
  あ

ぐ
る

う
ぷ

の
日

子

10
：3

0～
●
子

育
て

支
援

サ
ー

ク
ル

 と
ど

ら
  あ

ぐ
る

う
ぷ

の
日

子

湯
休

館
雪

歴
休

館
雪

歴

湯
休

館
雪

休
館

雪
雪

歴
休

館
雪

歴

湯
湯

休
館

雪
歴

休
館

雪
歴

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競
船

橋
ナ

イ
タ

ー
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

船
橋

ナ
イ

タ
ー

競
船

橋
ナ

イ
タ

ー
競

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競
川

崎
ナ

イ
タ

ー
競

川
崎

ナ
イ

タ
ー

競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

浦
和

競
馬

競
浦

和
競

馬
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競
大

井
ナ

イ
タ

ー
競

大
井

ナ
イ

タ
ー

競

●
行

政
相

談
10

：0
0～

12
：0

0
市

乳
児

健
診

保

●
月

例
杯

G・
G

大
会

ひ

●
益

田
川

G・
G

杯
ひ

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
人

10
：0

0～
15

：0
0

（
要

予
約

 ☎
31

-0
41

2）

●
こ

こ
ろ

の
相

談（
益

田
保

健
所

）
13

：0
0～

15
：0

0  （
要

予
約

☎
31

-9
54

5）
 

●
移

動
経

営
相

談（
小

野
地

区
振

興
セ

ン
タ

ー
） 9

：3
0～

11
：0

0
  （

要
予

約
 ☎

22
-0

08
8）

 
保

11
：0

0～
15

：0
0

●
ひ

とり
親

家
庭

巡
回

就
業

相
談

　（
前

日
ま

で
に

要
予

約
 ☎

31
-0

24
3）

13：
30

～
15：

00
●
定

例
経

営
相

談
商

　（
要

予
約

 ☎
22

-0
08

8）

●
移

動
ナ

ー
ス

バ
ン

ク（
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
益

田
） 1

3：
00

～
16

：0
0

●
心

配
ご

と
相

談（
匹

見
保

健
セン

ター
）

9：
00

～
11

：3
0

●
ふ

れ
あ

い
福

祉・
老

人
母

子
相

談
総

10
：0

0～
15

：0
0 総

●
無

料
法

律
相

談
13

：0
0～

15
：0

0（
要

予
約

☎
22

-7
25

6）

●
弁

護
士

に
よ

る
無

料
法

律
相

談
 （

益
田

ひ
ま

わ
り

基
金

法
律

事
務
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西
ひ

まわ
り

基
金

法
律

事
務

所
）

当
日

受
付
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鎌
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習
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史
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◆ 今 月 は 国 民 健 康 保 険 税 （ 4 期 ） の 納 付 月 で す 。 期 限 内 完 納 に ご 協 力 く だ さ い 。
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す
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療
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薬
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児
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6日
（
日
）

13
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日
）

20
日（
日
）

21
日（
月
･祝
）

22
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祝
）
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）
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日（
日
）

休
日
診
療
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所
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薬
局
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X
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X
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X
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X
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X
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診
療
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療
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が
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が
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療
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。
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※ 「 広 報 ま す だ 」 か ら 抜 き 取 っ て ご 利 用 く だ さ い
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献
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が始まります！
□ マイナンバーとは．．．

　マイナンバー（個人番号）とは、国民一人ひとりが持つ 12 桁の番号のことです。
　マイナンバー制度（社会保障・税番号制度）は、複数の機関に存在する個人の情報について、これらが同一
人の情報であることの確認を行うための基盤であり、社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとっ
て利便性の高い公平・公正な社会を実現するための社会基盤です。

□ 通知カードとは．．．
　通知カードとは、マイナンバーをお知らせする紙製のカードで、平成 27 年 10 月以降、住民票に記載された
世帯ごとに簡易書留により送付されます。中には、通知カード、個人番号カードの申請書と返信用封筒、マイ
ナンバーについての説明書類が入っています。
　通知カードには、氏名、住所、生年月日、性別、個人番号（マイナンバー）が記載されます。（顔写真は掲載
されません）
　今後は、住所や氏名に変更がある場合、通知カードの記載の変更（裏書）を行いますので、手続きの
際にはカードをご持参ください。

マイナンバーは、一生使うものです。番号が漏えいし、不正に使われるおそれがある場合を除き、
一生変更されませんので、大切にしてください。

平成 27年 10月から、住民票を有する全ての方に、通知カードによりマイナンバー（個人番号）
が通知されます。

行政の効率化国民の利便性の向上 公平・公正な社会の実現

行政機関や地方公共団体などで、
様々な情報の照合、転記、入力な
どに要している時間や労力が大幅
に削減されます。複数の業務の間
での連携が進み、作業の重複など
の無駄が削減されます。

添付書類の削減など、行政手続が
簡素化され、国民の負担が軽減さ
れます。 また、行政機関が持って
いる自分の情報を確認したり、行
政機関から様々なサービスのお知
らせを受け取ることができます。

所得や他の行政サービスの受給状
況を把握しやすくなるため、負担
を不当に免れることや給付を不正
に受けることを防止するととも
に、本当に困っている方にきめ細
かな支援を行うことができます。

「現在お住まいの住所と住民票の住所が異なる方」へお願い
通知カードは住民票に記載された住所に送付されます。

現在お住まいの住所と住民票の住所が異なる場合には、通知カードを確実に受け取ること
ができない可能性がありますので、９月中に住所の変更手続きを行なってください。

通知カード
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□ 個人番号カードとは．．．
　個人番号カードとは、Ⅰ C チップ搭載のプラスチックのカードで、表面に氏名、住所、生年月日、性別、
顔写真が掲載され、裏面にマイナンバー（個人番号）が記載されます。
　本人確認のための身分証明書として利用できるほか、e-Tax 等の電子申請等に用いる電子証明書が標準搭
載されます。
　初回発行手数料は無料です。（電子証明書代含む）
　申請（平成28年1月開始）から交付までには期間がかかります。（期間は未定）
　個人番号カードを希望する方は、申請によりカードを取得することができます。

　個人番号カードの発行開始に伴い、住基カードは平成 27 年 12 月 28 日、住基カード搭載の電子証明書は
平成 27 年 12 月 22 日をもって新規発行・更新が終了します。
　新規発行は終了しますが、現在お持ちの住基カード、住基カード搭載の電子証明書については、平成 28 年
1 月以降も期限までご使用いただけます。
　個人番号カードとの重複保持はできませんので、個人番号カードの交付を受ける場合は住基カードを返納
する必要があります。

　マイナンバーに関する疑問にワンストップでお答えするために、国ではコールセンターを開設しています。
電話番号（日本語窓口）☎ 0570-20-0178　　（外国語窓口）☎ 0570-20-0291
開設時間　平日 9：30 〜 17：30（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）※ご利用には通話料がかかります。

【問い合わせ先】　個人番号制度について………………………… 市人口拡大課　☎ 31-0121
　　　　　　　　個人番号カード・通知カードについて……… 市市民課　☎ 31-0222

［申請から交付までの流れ］
  ①通知カードと一緒に送付された申請書に顔写真を貼り、署名または記名押印をする。
  ②通知カードと一緒に送付された返信用封筒に申請書を入れ投函する。　
　  申請はこれで終了です。（その他にもスマートフォンからの申請も可能です）
  ③市役所から交付決定通知書が届く。
  ④交付決定通知書に書かれた交付会場で交付を受ける。交付は平成 28 年 1 月から開始となります。

住基カードおよび住基カード搭載の電子証明書の発行が終了します。

個人番号カードの申請受付を開始します。

マイナンバー (社会保障・税番号 )制度のコールセンターの開設

「電子証明書をご利用の方へ」
　住基カードから個人番号カードへの移行に伴い、12 月 23 日から住基カードの電子証明書の新規発
行・更新ができなくなり、電子証明書の即日発行ができなくなりますので、電子証明書の更新や個人番
号カードの申請等は、お早めに手続きを行なっていただきますようお願いします。
　詳しくは市ホームページに掲載していますのでご確認ください。

個人番号カード
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スマート国勢調査！
平成27年国勢調査を実施します

●国勢調査は、平成 27 年 10 月１日現在、日本に住んでいるすべての人および世帯が対象です。

●平成 27 年国勢調査は、少子高齢化社会における日本の未来を描く上で欠くことのできないデータを得
るために実施します。調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇用
政策、生活環境の整備、防災対策など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●今回の調査では，先にインターネットでの回答を受付け、インターネットで回答されなかった世帯には
紙の調査票を配布して調査を行います。紙の調査票は、調査員に直接提出いただくか、郵送でも提出い
ただけます。

●９月初旬から、調査員がインターネット回答のための書類をお配りしますので、インターネットでの回
答をお願いします。

※国勢調査員をよそおった不審な訪問者や、不審な電話・電子メールなどにご注意ください。
国勢調査では金銭を要求することはありません。
また、銀行口座の暗証番号やクレジットカード番号などをお聞きすることもありませんので、不
審に思った際には、回答しないで、速やかに益田市役所またはコールセンターなどにお知らせく
ださい。

連絡先：市総務管財課　☎ 31-0624（国勢調査担当係）
　　　　国勢調査コールセンター　☎ 0570-07-2015（IP 電話の場合：03-4330-2015）
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益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金益田市新卒者就労奨励金

ＵＵＵＵＵＵＵＵＵⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠⅠターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催ターン者交流会開催

新卒者就労奨励金受付中

益田市へUⅠターンされた皆さんへ

新規学卒者が市内に定住する意思を持って、自営業、農林水産業に従事または事業所等に就職（以下「就職」という）
した場合に奨励金を交付します。

◆ 対象者（次の①から④を全て満たす者）
 ①新規学卒者（次の学校等を卒業または退学した者で、卒業または退学の以前に就職をしたことがない者）
 　中学校、高等学校、特別支援学校中学部・高等部、高等専門学校、短期大学、専修学校、大学、県立高等技術校
 ②次の (a)(b) いずれかの期間内に就職した者
 　(a) 平成 26 年度（平成27年3月）もしくは平成 27 年度（平成28年3月）に学校等を卒業し、学校卒業年度の翌年度

末まで
 　(b) 平成 27 年 4 月 1 日から平成 29 年 3 月 31 日までの間に退学し、退学日から起算して１年を経過する日まで
 ③市内または通勤可能な市外に就職した者
 ④市内に定住する意思を持つ者
 ※ 定住とは、永住または５年以上にわたって居住する意思を持って住民登録をし、かつ、市内に生活の本拠を置くこと。
◆ 交 付 額：申請者１人あたり 50,000 円
◆ 申請期限：就職した日から起算して１年を経過する日または平成 29 年 3 月 31 日のいずれか早い日
◆ 申請のために必要な添付資料
 ①住民票
 ②新規学卒者の卒業したことを証明できる書類（卒業証書の写し、卒業証明書、退学証明書）
 ③就職証明書（様式あり）
 ④誓約書（様式あり）

 ※その他要件がありますので、市人口拡大課に問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

益田市へＵⅠターンされた方を対象にＵⅠターン者交流会を開催します。
「こんなこと困ってる」、「こんなこと聞きたい」、「こんな人とつながりたい」など、ＵⅠターン者同士で語り合い、
つながりを深めてみませんか。お気軽にご参加ください！

◆ 日　　時：9 月 18 日㈮　18：30 〜 20：30
◆ 場　　所：市立市民学習センター　多目的ホール
◆ 対 象 者：益田市にＵⅠターンされた方
◆ 内　　容：自己紹介＆語り合い（簡単な食事を準備しています）
◆ 参 加 料：大人 1,000 円、子ども 500 円
◆ 申込方法：下記問い合わせ先へ、参加者氏名（全員分）と連絡先をお知らせください。電話、FAX、メールの
　　　　　　 いずれの方法でも構いません。　
　　　　　　 ※申込期限：9 月 11 日㈮

〔問い合わせ先〕 
  市人口拡大課　定住促進係　〒 698-8650　常盤町 1 番１号　☎ 31-0173　 23-2456
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切り絵教室
9/9 ㈬ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : 小会議室

手芸教室
9/10 ㈭ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : 小会議室

絵画教室
9/11 ㈮ 13:30 ～
対象 : 一般
場所 : 小会議室

9/9 ㈬ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : 小会議室

ペン・毛筆（実用書）教室 ベビーマッサージ教室

★８月１日より受付を開始しています。
★教室開催後の途中からの参加も可能です。
★申込み・問い合わせ先：市民体育館（☎ 23-6283）
　※各地域でのスポーツ活動をサポートする「出前教室」も受付中です。

参加料：一般 3,000 円、高校生以下：1,500 円（10 回分）

参加料：一般 3,000 円、高校生以下：1,500 円（10 回分）

スポーツ教室

ジュニア教室

参加者参加者参加者参加者参加者参加者
募集！募集！募集！

昼の教室 夜の教室

ピラティス中級教室 夜のヨガ教室かんたんエアロ教室 ピラティス初級教室

ユニカール教室

シェイプアップエアロ教室

弓道教室

9/14 ㈪ 13:30 ～
対象 : 一般
場所 : 卓球室

9/8 ㈫ 19:15 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

9/9 ㈬ 19:00 ～
対象 : 中学生～一般
場所 : 弓道場

ヨガ初級教室 ヨガ中級教室 健康体操教室

卓球・ラージボール卓球教室

9/9 ㈬ 13:30 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

9/10 ㈭ 13:30 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

10/1 ㈭ 19:00 ～
対象 : 小学生～一般
場所 : アリーナ

フォークダンス教室 昼のフラダンス教室 気功・太極拳教室 バドミントン教室

フラダンス教室

初めてのスポンジテニス教室

9/26㈯ 14:00 ～
対象 : 一般
場所 : 大会議室

9/16 ㈬  19:30 ～
対象 : 小学生～一般
場所 : アリーナ

9/25 ㈮ 20:00 ～
対象 : 小学生～一般
場所 : 大会議室

9/25㈮ 19:00 ～
対象 : 一般
場所 : アリーナ

初中級テニス教室 スポンジテニス教室

ソフトテニス教室 初めてのテニス教室

9/9 ㈬ 9 : 30 ～
対象 : 一般
場所 : テニスコート

9/10 ㈭ 9:30 ～
対象 : 一般
場所 : アリーナ

9/26 ㈯ 13 : 30 ～
対象 : 小学生親子～一般
場所 : テニスコート

9/12 ㈯ 13:00 ～
対象 : 小学生親子～一般
場所 : テニスコート

車いすバスケ教室

夜の初級テニス教室

9/10 ㈭ 19:00 ～
対象 : 学生～一般
場所 : テニスコート

夜の初中級テニス教室

初級テニス教室
9/11 ㈮ 9:30 ～
対象 : 一般
場所 : テニスコート

グラウンドゴルフ教室
9/12 ㈯ 19:00 ～
対象 : 学生～一般
場所 : テニスコート

益田市民スポーツ・文化教室平成27 年度後期

9/26㈯ 18:00 ～
対象 : 中学生～一般
場所 : アリーナ

10/17 ㈯ 13:30 ～
対象 : 一般
場所 : 卓球室

9/9 ㈬ 20:15 ～
対象 : 中学生～一般
場所 : 柔剣道場

9/8 ㈫ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

10/3 ㈯ 10:30 ～
対象 : 小学生～一般
場所 : 大会議室

9/8 ㈫ 14:30 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

9/14 ㈪ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : アリーナ

9/11 ㈮ 10:00 ～
対象 : 一般
場所 : 柔剣道場

10/13 ㈫ 9:30 ～
対象 : 一般
場所 : 陸上競技場

前期から開催のジュニア教室は、途中からの参加も可能です。
（ミニバスケットボール・ジュニアソフトテニス・わくわくスポーツ・キッズテニス・体操）
半期を過ぎてからの参加料金は、半額となります。

文化教室

9/8 ㈫ 13:30 ～
対象 : 親子
場所 : 研修センター
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【文芸部門】 益田市と交流のある神奈川県川崎市、大阪府高槻市・豊中市のほか、全国から短歌、俳句、詩、川柳の

作品を公募して合同作品集を発刊します。

【写真部門】 9 月 25 日㈮〜 27 日㈰ …公募作品展示［グラントワ多目的ギャラリー：無料］

【工芸部門】 10 月 24 日㈯〜 25 日㈰ …フローリストマリコスクール（加入団体）による手編みニット等展示

 　　　　　　　　　　　　　［グラントワスタジオ 1：無料］

【書道部門】 11 月 6 日㈮〜 8 日㈰　加入団体および公募作品展示

　　　　　   ……………［グラントワスタジオ 1・多目的ギャラリー：無料］

【茶道部門】 11 月 14 日㈯　表千家［グラントワ多目的ギャラリー：有料］

  松月流［グラントワスタジオ 1：有料］

 11 月 15 日㈰　賣茶流［グラントワ多目的ギャラリー：有料］

  裏千家［グラントワスタジオ 1：有料］

【工芸部門】 11 月 14 日㈯〜 15 日㈰ … 盆石展示［グラントワスタジオ 1：無料］

【音楽・芸能部門】11 月 15 日㈰ ……… ［グラントワ大ホール：有料］

【華道部門】 11 月 28 日㈯〜 29 日㈰ … 華道連盟 3 団体合同展示［グラントワスタジオ 1：無料］

【絵画部門】 12 月 3 日㈭〜 6 日㈰ …… 公募作品展示［石見美術館 D 室：無料］

平成 27 年度益田市文化協会主要事業「 2015文化を育む inますだ 」

第 15 回  雪舟サミット
10 月 3 日 ㈯　13：30 ～
グラントワ 小ホール

日 時 :

場 所 :

❖ 参加自治体 … 岡山県総社市・井原市、山口県山口市・防府市、広島県三原市、益田市

〔タイムスケジュール〕
　13：00 〜 開場
　13：30 〜 オープニング「書道吟」（公道流吟道島根県吟詠連盟）
 開会あいさつ（益田市長）
　13：50 〜 記念講演「雪舟の真価とは〜山水長巻を中心に〜」
 　講師　山下裕二氏（明治学院大学教授）
　15：10 〜 雪舟さん音頭
 　雪舟保育所、益田観光ガイド友の会
　15：20 〜 サミット自治体リレートーク
　16：30 〜 ローラーアートパフォーマンス
 　アーティスト　さとうたけし氏

❖ 協賛イベント … 
　　　　　　　　　　①サミット自治体特産品販売コーナー　②はまぐり貝アート展（NPO 法人アンダンテ 21）
　　　　　　　　　　③中世の食再現プロジェクト展示　　　④ふだんぎのお茶席（表千家同好会益田地区会）

☆ 中庭広場

☆ 小ホールホワイエ

雪舟まるしぇ
〔問い合わせ先〕市社会教育課　☎ 31-0622

▲山下裕二氏

◀さとうたけし氏

▲雪舟禅師像

〔問い合わせ先〕市社会教育課　☎ 31-0622
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information
健康＆子育てだより

市立保健センター　（     23-7134）
　健康増進課 ☎31-0214
　子育て支援課 ☎31-0243
　地域医療対策室 ☎31-0213
美都総合支所 住民福祉課 ☎52-2312
匹見総合支所 住民福祉課 ☎56-0302
メールアドレス
　hoken-center@city.masuda.lg.jp

FAX
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「健診は、
　　　健康づくりの第一歩」

今年度の健診はお済みですか？

☆ 10 月末まで
　　　受診できます☆

健康診断

　あなたの目の前で家族、友人が倒れた時、適切な手当てをすることが出来ますか？救急車の到着をただ待っている
だけでは救命のチャンスを逃してしまうかもしれません。ひとりでも多くの尊い命を救うため、応急手当を身につけ
ましょう。

緊急時に正常にご使用いただくために、日頃から点検をしましょう。バッテリー等に
は使用期限や寿命があり、設置してから日時が経過している場合には注意が必要です。

AEDを設置されている事務所・施設の管理者の方へ

～ AEDの点検をしていますか？～

1. インジケータの確認
AED には、AED が正常かどうかをしめすイン
ジケータがついています。このインジケータ
の表示を日常的に確認しましょう。

2. 電極パッドやバッテリーの交換
AED を正常に作動させるために、消耗品の交
換時期を表示ラベルで把握し、適切に交換し
ましょう。

─ 火災・救急・救助は 119 ─　　益田広域消防本部・署（警防課） 　☎ 31-0240 

救急医療週間  9月6日～ 9月12日9月9日は、救急の日9月9日は、救急の日9月9日は、救急の日

みんなあつまれ
　　　グラントワへ

毎年恒例の健康ますだ市
21 フェスティバルは、
11 月 29 日 ㈰
10：00 ～ 13：30
グラントワで開催します。

～健康ますだ市 21フェスティバル＆知ろう 語ろう がんのこと～
販売・喫茶　出店募集 !!

日　　時：11 月 29 日 ㈰　10：00 〜 13：30
場　　所：グラントワ
出 店 数：約 30 店　※出店においては内容を審議させていただきます。
出 店 料：無料（ただし、机、イス、パネル代等は負担していただきます。）
内　　容：お菓子などの軽食程度
申込締切：9 月 30 日㈬
　　　　　※申込用紙にご記入の上、申込みください。（申込用紙は市ホームページでもダウンロードできます）
問い合わせ先：市健康増進課　☎ 31-0214　 23-7134
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information
健康＆子育てだより

　益田市の健康増進課は、こころの健康にも力を入れ
ています。益田市では病院、保健所、警察署、学校、
民生委員などのさまざまな機関が日頃からネットワー
クを作ってこころの健康増進施策に取組んでいて、こ
れは各機関の垣根を超えたチームとして機能していま
す。このチームに所属する支援者はハートメガフォン
というシンボルマーク（楕円形のフェルト製のワッペ
ン）をつけて活動しています。僕の実感では、ハート
メガフォンをつけ始めてから、チームの結束力が増し
たような気がします。一つのデザインが大きな力を発
揮するのですね。あるいはチームの潜在能力をデザイ
ンが掘り起こしたのかもしれません。ここから始まっ
て、今ハートメガフォンは「こころの健康のシンボル
マーク」として成長しようとしています。
　病気の予防は、病気にならないための１次予防、早
期発見・早期治療の２次予防、再発予防の３次予防と
いう３段階があります。９月の自死防止月間には毎年
ハートメガフォンの支援者が街頭キャンペーンに立っ
ています。このような啓蒙活動は１次予防になります。
昨年度から今年度にかけて、益田保健所とハートメガ
フォンがコラボして、かかりつけ医から精神科医への

紹介を促す取組をしています。これは予防医学でいう
と２次予防になります。鹿足郡を含む益田圏域の取組
なので、ハートメガフォンが鹿足郡に進出しました。
　最近では０次予防も言われています。提唱する人に
より定義はまちまちですが、ここでは市民の健康意識
と病気を予防する環境に対する取組と考えます。する
と小中学生のこころの健康に関する学習や、市民のラ
イフスタイルも関係するので、医療福祉以外の幅広い
領域を巻き込んだ総合的な地域づくりが必要になりま
す。０次、１次予防を徹底すれば医療費はかかりませ
んね。究極の精神科医療は、精神科医のいらないコミ
ュニティー・デザインです。ハートメガフォンが少し
でも人々のこころを温めてくれるといいなと思いま
す。将来それが大きな力になって、精神科医が不要に
なれば……ハートメガフォン饅頭でも作って売ろうか
な。冗談抜きに本気でそう願って取組んでいます。

ハートメガフォンの話 松ヶ丘病院  院長　坪内　健　

健康ますだ市 21　第 5 回　　いきいきウォーク in美都　
～歴史の町 山あり谷ありの往還道を旅人気分で楽しもう～

◆ 日　　時 9月27日㈰　小雨決行
 受付 8：30　開会式 9：00　出発 9：30　※ゴール後随時解散
◆ コ ー ス ふれあいホールみとから東仙道地区振興センターまでの旧往還道
◆ 集合場所 ふれあいホールみと
◆ 駐 車 場  東仙道地区振興センター　※運転者のみシャトルバスでお送りしますので、同乗者は先にふれあいホール

みとへ降ろしてお越しください。（ふれあいホールみとまで 6㎞。車で 6 分。）
◆ 申 込 み 不要　※自家用車でお越しの方は、必ず下記問い合わせ先までご連絡ください。
◆ そ の 他 ＊	今回のコースは山道が多く足元が不安定で急な坂道や道幅が狭い箇所があるため、車椅子・ベビーカー

での参加はできません。ご了承ください。
 ＊小さい子ども連れの方は下記問い合わせ先でご確認ください。
◆ 主　　催 いきいきウォーク in 美都実行委員会・健康ますだ市 21 推進協議会運動部会

◆ 問い合わせ先　東仙道地区振興センター　☎ 52-2540　都茂地区振興センター　☎ 52-2295　
　　　　　　　　 二川地区振興センター　　☎ 52-2241　※大会当日の問い合わせは東仙道地区振興センターのみ　

歩いたあとは、おいしいおにぎりと
汁物を用意しています♥

参加賞あり！
お楽しみ抽選会もあります♪
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扌

市政に対する意見や提言などをお寄せください。秘密は厳守します。なお、ホームページで公開することがありますので、下記の

記載事項に沿ってお寄せください。「市長への手紙」と明記するか、右下のマークを貼付してお送りください。

＜記載事項＞ 1. ご住所・お名前・電話番号　2. 意見・提言の題名　3. 現状と問題点　4. 意見・提言内容　5. 予想される効果

 6. 希望する回答方法（郵送もしくはＥメールのどちらか）または回答を希望しない場合はその旨

 7. いただいた意見公開の可否（可・否）※必ずご記入ください。

扌

手  紙：〒 698-8650  常盤町 1 番 1 号
 FAX：23-2456
メール：hisyo@ci ty .masuda. lg . jp    （件名は「市長への手紙」）
※ 住所・氏名がないと回答できない場合があります。

～ ５年生ふれあい活動「朝食クッキング」 ～

　高津小学校では「たくさん食べて　かしこい頭と　つよい体！！」をキャッチフレーズに
食育運動に取組んでいます。その運動の一貫として５年生を対象に親子で朝食作りを行いました。
　献立は、おにぎり、真砂豆腐のみそ汁、温野菜サラダ、メインディッシュです。メインディッシュは肉野菜炒
めやスクランブルエッグなど各班で選んだものを作りました。さらに、地域でフードクリエイターとして活躍さ
れているキクチマコさんを招いて、ドレッシングの作り方を教えていただ
きました。みそ味、カレー味、梅味など６種類のドレッシングの味見に子
どもたちは大盛り上がりです。話し合いや多数決で、班ごとにどの味にす
るか決めました。
　主食・主菜・副菜のそろった朝食を食べる事で、栄養バランスが良くな
り、午前中の集中力の源になります。参加した保護者からは「休みの日は
子どもと一緒に朝食を作ろうと思った」「ドレッシングは手作りに挑戦し
たい」など今後の食生活に活かしたいという感想がたくさんありました。

益田市食育推進キャラクター
まろピー

『空の日』記念事業

　萩・石見空港では、今年も「萩・石見空港まつり」を開催します。普段は入れない駐
機場で飛行機や空港用化学消防車などの見学ができます。また、航空に関する様々な展
示やイベントをはじめ、食いだおれ屋台村など皆さんに楽しんでいただける催しを多数ご
用意しています。皆さんのご来場を心よりお待ちしています。

意見や提言を「市長への手紙」で

［日　時］ 9 月 26 日㈯  9：30 〜 15：15
［場　所］ 萩 ･ 石見空港
［内　容］  航空機（県警ヘリ等）や空港で働く車両の展示、なりきり写真館（子どもたちが

客室乗務員・整備士・フライトスーツなど制服を着て写真撮影）、空の日絵画展、
紙ひこうき大会、食いだおれ屋台村など

［問い合わせ先］  
 空港まつり事務局（石見空港管理所）☎ 24-0002
 ※イベント内容は、天候等により変更となる場合があります。
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※ 年金相談には、年金手帳、年金証書、印鑑などをご持参く
ださい。代理の方の場合には、委任状と代理の方の本人確
認ができる身分証明書が必要です。

★免除された国民年金保険料を追加で支払いたいときは追納をお勧めします
老齢基礎年金の年金額を計算する時に、保険料の免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、保険料を全額納付
した場合と比べて年金額が低額となります。しかし、免除等の承認を受けた期間の保険料については、後から納付

（追納）することにより老齢基礎年金の年金額を増やすことができますので、追納を行なっていただくことをお勧
めします。追納を行う場合は申込みが必要です。申込み後に納付書が発行されますので、その納付書でお支払いし
ていただきます。（口座振替ならびにクレジット納付はできません）

【追納に関する注意事項】
• 追納ができるのは追納が承認された月の前 10 年以内の免除期間等に限られています（例えば平成 27 年 9 月分は
平成 37 年 9 月末まで）

• 承認等をされた期間のうち、原則古い期間から納付していただきます。
• 保険料の免除もしくは納付猶予を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合には、
承認を受けた当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされますので、お早目の追納をお勧めします。

【手続きに必要なもの】①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの　②認印
【手続き先】 市保険課（6 番窓口）☎ 31-0216　
  美都・匹見総合支所住民福祉課、または浜田年金事務所でお手続きください。

【年金相談の予約・問い合わせ先】　浜田年金事務所 ☎ 0855-22-0670　  0855-23-0442

《 浜田年金事務所　出張年金相談 》
相 談 日  9月24日㈭   毎月 第 4 木曜日
相談場所 浜田年金事務所
相談時間 13:00 〜 16:00
※予約不要　当日先着順　

《 浜田年金事務所　手話による年金相談 》
相 談 日  9月29日㈫　   
相談場所 市立市民学習センター 203研修室
相談時間 10:00 〜 12:00、13:00 〜 15:00
※要予約 毎月 10 日から受付
※ なお、定員に達した時点で受付は終了します。

予約の際は、お手元に基礎年金番号の分かるものを
ご用意ください。

投稿大募集！ 「プラサ DE ますだん」へあなたも投稿しませんか？

★ ますだんの輪（クラブ・サークル紹介） ★ ますだん掲示板（募集やイベント情報）
★ 〜ありがとうのメッセージ〜（感謝の気持ちを伝えます） ★ 11月生まれのますだん
★ ますだ珍百景（人物以外のおもしろ写真やイラストなど） ※それぞれ掲載基準があります。詳細は問い合わせください。

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課（☎ 31-0112　FAX 23-2456）　 hisyo@city.masuda.lg.jp

9月1日㈫～16日㈬ です！11 月号への掲載申込み期限は 見
て
見
て
！

聞
い
て
！

聞
い
て
！
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◆	島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884

【島根県芸術文化センター「グラントワ」】

施 設 情 報
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展示資料の一例

益田川・新橋

◆	歴史民俗資料館　本町 6-8　☎  23-2635

◆	雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

■ 日　時 開催中～ 9月23日（水・祝）
■ 会　場 雪舟の郷記念館
■ 入館料 一般 300円（240円）、小中高 100円（80円）
 ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日　火・水曜日、9 月 24 ㈭～30 ㈬

企画展
「戦後 70 年記念 戦時下のくらし展」

　7 月 24 日㈮、乙吉町の大喜庵にて総勢 33 名でう
ちわづくりを体験しました。
　絵具やマジックで絵
を描いたり、切り紙を
貼り付けたり、個性あ
ふれる世界に一つだけ
の MY うちわが完成し
ました。

昭和 20 年に第 2 次世界大戦が終わり今年で 70 年を迎えるこ
とを記念して、企画展「戦後 70 年記念　戦時下のくらし展」
を開催しています。戦争関連の品が多く展示されている「ギ
ャラリーひれふり」( 大草町 ) より多数の品々をお借りし、当
館資料と合わせて展示しています。当時を物語る貴重な資料
の数々をぜひ一度ご覧ください。　

【歴史民俗資料館】

■ 日　時 開催中～ 9月27日㈰まで
■ 会　場 歴史民俗資料館  
■ 入館料  一般 200 円（160 円）・高校生以下無料
 ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日（祝日除く）、9 月 24 ㈭・25 ㈮

第4回 街角ウォーク
　　 『近代化遺産～益田川を河口まで歩こう～』

9 月の街角ウォークは、益田川を辿って益田地区から河口まで
を歩きます。夏の川面を眺めたり、川に架かる橋の逸話に耳
を傾けたりしながらのんびり歩きませんか。事前申込みは必
要ありません。開始時間ま
でに集合場所にお集まりく
ださい。暑い季節ですので、
帽子・タオル・飲み物など
熱中症対策をお忘れなく！　

イベント

■ 日　時 9月26日㈯　9：00～12：00　8：45 受付開始
■ 集合場所 歴史民俗資料館　
■ 料　金 一人 100 円（保険料含）
 ※パスポート会員・小学生以下無料

【雪舟の郷記念館】

イベント報　告

■ 日　時 10月9日㈮　10：00～11：30 
■ 会　場 雪舟廟大喜庵     
■ 料　金 500円／雪舟さんパスポート会員：300円
■ 講　師 矢冨厳夫当館名誉館長
■ 申込み 講座の1週間前までに当館へ申込みください。

石陽講座Ⅶ
第21回「雪舟北遊の道（益田）」
　　　　　　　　を開催します

 「MY うちわを作ろうⅢ」を開催しました

先 着
50名

記念スタンプ

完成した作品

企画展「雪舟さんが歩いた道
　　　　　　  　～日本と中国　全行程～」当日の様子



広報ますだ　平成 27　2015 年　9 月号  32

広 告 の ペ ー ジ
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広 告 の ペ ー ジ

★広報ますだ掲載広告
掲載枠　1枠…縦 4.5㎝×横 8.5㎝
掲載料　1枠（1号あたり）5,000 円
※ 隣り合う 2つの枠を 1枠の広告とすることができます。
※広告の掲載位置は市が指定します。

★益田市ホームページ（バナー）掲載広告
掲載枠　トップページ下部「企業広告欄」
1枠…縦 60 ピクセル×横 120 ピクセル
掲載料　1枠／月  5,000 円
※ 1カ月単位で掲載できます。
※バナーデータは広告主等が制作してください。

広 告 募 集

【共通事項】
  申込方法　市ホームページに申込様式があります。
  申 込 先　市秘書広報課 ☎ 31-0112
 23-2456
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平成 27 年度 防災安全講演会

豪雨災害から家族や地域を守れますか？ 
　　　　　　　　～自主防災の必要性～
豪雨災害に対して日頃どのように備えるべきか、
家族や地域を守るためにはどのような行動をとればよいのか
などを学び、防災意識を高めましょう。

参 加 料
無 　 料

要事前申込み
締切り9月18日㈮

と　き

ところ

定　員

講　師

10 月 3 日 ㈯　10：00 ～ 11：40　　※受付は 9:30 から

150 名　どなたでもご参加いただけます ( 要事前申込み・先着順 )

木
き む ら

村　玲
れ お

欧 氏

益田市人権センター（あすなろ館）多目的ホール

[ 須子町 3-1：駐車場約 100 台 ]

（ 兵庫県立大学環境人間学部／
 　　大学院環境人間学研究科 准教授）

申　込　み
問い合わせ先

◎島根県　防災危機管理課　講演会係 　〔〒 690-8501　松江市殿町 1〕
 ☎ 0852-22-6543　 0852-22-5930
 メールアドレス：bosai-kikikanri@pref.shimane.lg.jp
◎市危機管理課　講演会係　〔〒 698-8650 　常盤町 1-1〕
 ☎ 31-0601　 23-5001　メールアドレス：kikikanri@city.masuda.lg.jp

※会場定員の関係上、事前申込みにご協力をお願いします。
【申 込 先】島根県または益田市の講演会係
【申込方法】電話、メールまたは FAX
※申込みの際は、 1. お住まいの市町村　2. 氏名　3. 参加希望人数　4. 電話番号　をお伝えください。
※ 応募者多数で会場定員を超えた場合には、先着順とさせていただきますのでご了承ください。
　選外となった方のみご連絡します。
※気象状況等により、やむを得ず講演会を中止することがあります。

◇ 1975 年（昭和 50 年）東京都生まれ
◇早稲田大学卒業、京都大学大学院修了
◇博士（情報学）（京都大学）
◇認定心理士、専門社会調査士
◇ 安全・安心な社会環境を実現するための人間心理・行動・社会

システムを研究

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

主催：島根県・益田市・一般財団法人消防科学総合センター
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問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22 -4222　ホームページ： http://www.library-masuda.jp

147号

※ 教室への申込みは事前に電話または FAX でお願いします。※ 平日でも対応できる教室もありますのでお気軽にお尋ねください。

市リサイクルプラザ啓発棟（休館日 : 火曜日） 
下波田町 490　☎ 26-7474　 26-7475

plaza-kei@maro-v.jp
ホームページ  http://www.m-sougou.net/plaz-kei/index.htm

～衣類回収について～
　市リサイクルプラザを中心に活動している環境団体「エコリ
ス倶楽部」では衣類回収を企画しました。無償での衣類提供を
お待ちしています。

○持込衣類：汚れや破れのないもので洗濯済みのもの。
子供服・学生服も OK ですが、下着類、スーツは
ご遠慮ください。

○持込期間：9 月 16 日㈬～ 30 日㈬
○持込場所：市リサイクルプラザ啓発棟
　　　　　  9：00 〜 17：00（休館日の火曜日を除く）

9 月の体験教室

5 日㈯ 廃食油石けん 10:00 〜 11:30
6 日㈰ 傘布マイバッグ作り 13:00 〜 16:00
9 日㈬ キャンドル作り 13:00 〜 15:00
12 日㈯ ぞうり作り 10:00 〜 15:00

13 日㈰
無添加石けん作り
衣類のリフォーム相談

10:00 〜 11:30
13:00 〜 16:00

16 日㈬ G パンでカバン作り 13:00 〜 16:00

19 日㈯
がま口作り
パッチワーク

10:00 〜 12:00
13:00 〜 15:30

20 日㈰
EM ぼかし作り
紙すき

10:00 〜 12:00
13:00 〜 14:30

26 日㈯ 衣類のリフォーム相談 13:00 〜 16:00

27 日㈰
季節のドアプレート作り
アクリルたわし作り

10:00 〜 12:00
13:00 〜 16:00

秋の夕べのひとときをフルートとピアノの演奏で
お楽しみください。
自由参加ですので、お気軽にお立ち寄りください。
日時：9 月 29 日 ㈫　19：30 〜
場所：市立図書館 1 階カウンター 横
出演：結 ～ｙｕｉ～

小さな癒し
のコンサート益田市立図書館文藝講座

【日 時】

【場 所】

９月 27 日㈰　13：00 開演予定

◆講 師　出
で く ね

久根　達
たつろう

郎  氏

◆進 行　高
たかはし

橋　一
かずきよ

清  氏

市立図書館　視聴覚室

★ １階カウンター前では、出久根達郎氏の作品を特集
しています。この機会にぜひご利用ください。

※予約不要
お気軽にお越し

ください。

雑誌スポンサー制度の雑誌が増えました

  ☆ 家の光（総合家庭誌）　
  ☆ やさい畑（家庭菜園誌）
  ☆ のらのら（食農教育誌）
提供：JA しまね西いわみ地区本部様

※  詳しい内容は、市ホーム
ページ、または市立図書
館ホームページをご覧く
ださい。

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

出久根達郎氏作品集
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1歳 1歳 2歳 4歳

原田 敬
け い や

也くん 石川 蒼
あ お い

彩ちゃん 中田 実
み さ と

里ちゃん 福永 実
み う

生ちゃん

松本 蒼
あ お

央ちゃん

1 歳おめでとう！ヤン
チャな子大歓迎！元気に
育ってね♥
投稿者：父・母

産まれてきてくれてあり
がとー♥笑顔あふれるス
テキな女性になってね
投稿者：とっと・かっか

2 歳のお誕生日おめでと
う。みーちゃんの上手な歌
やおしゃべり大好きよ♥
投稿者：パパ・ママ

4 歳おめでとう♥これか
らも元気で大きくなっ
てね♥
投稿者：父・母

わが家の宝物！手作り大
好き女子！どうか幸せに
なりますように☆
投稿者：父母

【申込み・問い合わせ先】市秘書広報課		☎ 31-0112		FAX 23-2456
	 	hisyo@city.masuda.lg.jp　　　
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市の人口（7 月未現在）市の人口（7 月未現在）
世帯　21,582 世帯 （0）
人口　48,821 人  （△ 24）
男性　22,991 人  （△ 12）
女性　25,830 人  （△ 12）
出生　27 人 死亡　48 人
転入　105 人 転出　110 人
※（　）内は前月比
※住民基本台帳より

編
集
後
記

6歳

投稿大募集!
11月号

申込み期限は
9月1日（火）～16日（水）

です！

日 場 ¥ 定

対 講 他 申 問

とき ところ 会費・入場料など 定員・募集人数
対象 講師 その他 申込み方法など 問い合わせ先

出品資格：益田圏域に居住または関係の深い16歳以上の方
出品受付：10月1日㈭  13：30～17：00
※ 出品票に出品料を添え、市立市民学習センター103号室に

持参、または事務局に提出。
問 益田書道会事務局（担当：梅津） ☎22-3809

日  10月25日㈰  9：00～16：00
場 益田市障害者福祉センター　あゆみの里
内容 : 車いす介助・コミュニケーション支援・出店補助等
申  9月18日㈮ 
※詳しくは下記まで問い合わせください。
問 益田市障害者福祉センター  あゆみの里
　 （担当：安田・秋枝・椋）☎ 31-5100　 31-5102

日  11月8日㈰  9：30～15：30
場 市立市民学習センター周辺
¥  1区画　8,000円（テント・電気・
 備品等は別途代金にて貸出し）
申  9月25日㈮まで ※区画が埋まり次第締め切ります。
問 益田商工会議所青年部事務局（担当：藤井）
 ☎ 22-0088　 23-4343

¥  協会登録料（1 チーム）1,000 円 / 年
 ※個人で興味のある方、チームを紹介します。
問 益田市ビーチバレーボール協会（ツミタ）
 ☎ 22-2362

登録すると協会大会 ･ 市長杯に参加できます。その他の大会
案内もお送りします。お気軽に問い合わせください。

第14回　あゆみの里まつり
　　　ボランティア募集！

第29回　ますだ産業祭出店者募集

ビーチバレーボール協会登録募集中！第14回　益田書道展＜公募展＞作品募集！

皆さんのご協力を
心よりお待ちして

います。

ますだ産業祭を盛り上げてくれる出店者を大募集します。

11 月 6 日㈮〜 8 日㈰ にグラントワで開催される
書道展の作品を募集します。


